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第１章 総則 

 

（約款の適用） 

第１条 当社は、このＤＩＳＭ ＳＩＭ通信サービス基本約款（以下「この約款」といいます。）を

定め、これによりＤＩＳＭ ＳＩＭ通信サービス（当社がこの約款以外の契約約款等を定

め、それにより提供するものを除きます。）を提供します。 

 

（約款の変更） 

第２条 当社は、合理的と認められる範囲でこの約款を変更することがあります。この場合の提供

条件は、変更後の約款によります。 

  ２ 当社は、この約款を変更する場合は、変更後の約款の内容及びその効力発生時期につい

て、当社のホームページに掲示する方法又はその他相当の方法により周知します。なお、変

更後の約款は、当該効力発生時期が到来した時点で効力を生じるものとします。 

３ 当社は、電気通信事業法施行規則（昭和６０年郵政省令第２５号。以下「事業法施行規

則」といいます。）第２２条の２の３第２項第１号に該当する場合であって、当社からの申

出により提供条件事項の変更を行うときは、当社のホームページに掲示する方法又はその他

相当の方法によりその内容を説明します。 

 

（用語の定義） 

第３条 この約款においては、次の用語はそれぞれ次の意味で使用します。 

 用語 用語の意味 

１ 電気通信設備 電気通信を行うための機械、器具、線路その他の電気的設備 

２ 電気通信サービス 電気通信設備を使用して他人の通信を媒介すること、その他電

気通信設備を他人の通信の用に供すること 

３ 電気通信事業者 電気通信事業法（昭和５９年法律第８６号。以下「事業法」と

いいます。）第９条の登録を受けた者又は事業法第１６条第１

項の届出を行った者 
４ 電気通信回線 有線、無線その他の電磁的方式により、符号、音響又は影像を

送り、伝え又は受ける回線 

５ 電気通信回線設備 送信の場所と受信の場所との間を接続する伝送路設備及びこれ

と一体として設置される交換設備並びにこれらの附属設備 

６ 通話 音声その他の音響を、電気通信回線を通じて送り、または受け

る通信 

７ データ通信 電気通信回線を通じてパケット交換方式によりデータを送り、

又は受ける通信 

８ 電話網 主として通話の用に供することを目的として伝送交換を行うた

めの電気通信回線設備 

９ データ通信網 データ通信の用に供することを目的として伝送交換を行うため

の電気通信回線設備 

１０ インターネット接

続サービス 

電気通信設備を経由してインターネットへの接続を可能とする

電気通信サービス 

１１ ＤＩＳＭ 当社が提供する電気通信サービス、ＤＩＳ ｍｏｂｉｌｅの略称 

１２ ＤＩＳＭ ＳＩＭ通 携帯電話事業者が提供する電気通信サービスを使用して当社が

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%9C%89%E7%B7%9A%E9%80%9A%E4%BF%A1
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%84%A1%E7%B7%9A
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信サービス 提供する電気通信サービス 

１３ ＤＩＳＭ ＫＤＤＩ 当社がＫＤＤＩの提供するデータ通信網を使用して、ＤＩＳ ｍ

ｏｂｉｌｅ Ｐｏｗｅｒｅｄ ｂｙ ＫＤＤＩとして提供するＤＩ

ＳＭ ＳＩＭ通信サービス 

１４ ＤＩＳＭ ＳＢＭ ＤＩＳ ｍｏｂｉｌｅ Ｐｏｗｅｒｅｄ ｂｙ ＳＢＭとして当社

が提供するＤＩＳＭ ＳＩＭ通信サービス。ＳＢＭの「ソフトバ

ンクモバイル（E）データ通信サービス契約約款」ならびに「３

Ｇ通信サービス契約約款」「４Ｇ通信サービス契約約款」（に基

づき提供する回線を当社が借り受け、当社が電気通信事業者と

してお客様へ提供する電気通信サービス。 

ＳＢＭ約款：http://www.softbank.jp/mobile/legal/articles/ 

１５ ＤＩＳＭ ＪＣＩ ＤＩＳ ｍｏｂｉｌｅ Ｐｏｗｅｒｅｄ ｂｙ ＪＣＩとして当社

が提供するＤＩＳＭ ＳＩＭ通信サービス。日本通信のｂモバイ

ル利用規約に基づき提供される回線を当社がＭＶＮＯとして借

り受け、お客様へ提供する電気通信サービス。 

１６ ｂモバイル利用規

約 

電気通信サービスに関して、日本通信が定めＤＩＳＭ ＪＣＩの

契約者に適用される利用条件の一つ。なお、その詳細は下記よ

り確認できます。ＵＲＬ：

https://www.bmobile.ne.jp/support/agreement.html 

１７ ＤＩＳＭ ＩＩＪ 当社がインターネットイニシアティブの提供するデータ通信網

を使用してＤＩＳ ｍｏｂｉｌｅ Ｐｏｗｅｒｅｄ ｂｙ ＩＩＪ

として当社が提供するＤＩＳＭ ＳＩＭ通信サービス 

１８ ＤＩＳＭ ＵＭ 当社がＵ－ＮＥＸＴの提供するデータ通信網を使用してＤＩＳ 

ｍｏｂｉｌｅ Ｐｏｗｅｒｅｄ ｂｙ Ｕ－ｍｏｂｉｌｅとして当

社が提供するＤＩＳＭ ＳＩＭ通信サービス。 

この約款には本サービスは掲載せず、別に定める「ＤＩＳｍｏ

ｂｉｌｅ Ｐｏｗｅｒｅｄ ｂｙ Ｕ－ｍｏｂｉｌｅサービス約款

に従う。ＵＲＬ：

https://www.dismobile.jp/agreement/pdf/umobile_yakkan.pdf 

１９ ＤＩＳＭ ＬＴＥ

（a） 

当社がＫＤＤＩのデータ通信網を使用して、ＤＩＳ ｍｏｂｉｌ

ｅ ＬＴＥ（ａ）として提供するＤＩＳＭ ＳＩＭ通信サービ

ス。この約款には本サービスは掲載せず、別に定める「ＤＩＳ

ｍｏｂｉｌｅ ＬＴＥ（ａ）通信サービス契約約款に従う。ＵＲ

Ｌ：

https://www.dismobile.jp/agreement/pdf/ltea_yakkan.pdf 

２０ サービス取扱所 （１）ＤＩＳＭ ＳＩＭ通信サービスに関する業務を行う当社の

事業所 

（２）当社の委託によりＤＩＳＭ ＳＩＭ通信サービスに関する

契約事務を行う者の事業所 

２１ ＤＩＳＭ ＳＩＭ契

約 

当社からＤＩＳＭ ＳＩＭ通信サービスの提供を受けるための契

約 

２２ ＤＩＳＭ ＳＩＭ契

約者 

当社とＤＩＳＭ ＳＩＭ契約を締結している者 
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２３ 協定事業者 当社または特定携帯電話事業者と相互接続協定を締結している

電気通信事業者（電気通信事業法（昭和５９年法律第８６号。

以下「事業法」といいます｡）第９条の登録を受けた者または事

業法第１６条第１項の届出をした者をいいます。以下同じとし

ます｡）  

２４ 特定携帯電話事業

者 

ソフトバンク株式会社、株式会社ＮＴＴドコモおよびＫＤＤＩ

株式会社 

２５ 特定事業者約款 特定携帯電話事業者が定めるＬＴＥ約款およびＷＩＮ約款、３

Ｇ通信サービス約款、４Ｇ通信サービス約款 

２６ ＬＴＥ約款 特定携帯電話事業者（ＫＤＤＩ株式会社および沖縄セルラー電

話株式会社に限ります。）のａｕ（ＬＴＥ）通信サービス契約約

款 

２７ ＷＩＮ約款 特定携帯電話事業者（ＫＤＤＩ株式会社および沖縄セルラー電

話株式会社に限ります。）のａｕ（ＷＩＮ）通信サービス契約約

款 

２８ ａｕ（ＬＴＥ）通

信サービス 

特定携帯電話事業者（ＫＤＤＩ株式会社および沖縄セルラー電

話株式会社に限ります。）のＬＴＥ約款に定めるａｕ（ＬＴＥ）

通信サービス 

２９ ａｕ（ＷＩＮ）通

信サービス 

特定携帯電話事業者（ＫＤＤＩ株式会社および沖縄セルラー電

話株式会社に限ります。）のＷＩＮ約款に定めるａｕ（ＷＩＮ）

通信サービス 

３０ ３Ｇ通信約款 特定携帯電話事業者（ソフトバンク株式会社に限ります。）のソ

フトバンク３Ｇサービス契約約款 

３１ ４Ｇ通信約款 特定携帯電話事業者（ソフトバンク株式会社に限ります。）のソ

フトバンク４Ｇサービス契約約款 

３２ ３Ｇ通信サービス 特定携帯電話事業者（ソフトバンク株式会社に限ります。）の３

Ｇ通信サービス約款に定めるソフトバンク３Ｇ通信サービス 

３３ ４Ｇ通信サービス 特定携帯電話事業者（ソフトバンク株式会社に限ります。）の４

Ｇ通信サービス約款に定めるソフトバンク４Ｇ通信サービス 

３４ 中継サービス 電気通信番号規則第５条または第１０条第３号に定める電気通

信番号を用いて提供される電気通信サービス 

３５ 携帯電話サービス 電気通信番号規則第９条第３号に定める電気通信番号を用いて

提供される電気通信サービス 

３６ 携帯電話事業者 特定携帯電話事業者および携帯電話サービスを提供する協定事

業者 

３７ 移動無線装置 ＤＩＳＭ ＳＩＭ契約に基づいて、陸上（河川、湖沼およびわが

国の沿岸の海域を含みます。以下同じとします。）において使用

される無線送受信装置 

３８ 端末設備 契約者回線の一端に接続される電気通信設備であって、１の部

分の設置の場所が他の部分の設置の場所と同一の構内（これに

準ずる区域内を含みます｡）または同一の建物内であるもの 

３９ 無線基地局設備 移動無線装置との間で電波を送り、または受けるためのＤＩＳ

Ｍ通信サービス契約の提供元となる特定携帯電話事業者の電気
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通信設備 

４０ ＳＩＭカード 契約者識別番号その他の情報を記憶することができるカードで

あって、当社がＤＩＳＭ ＳＩＭ通信サービスの提供のために契

約者に貸与するもの 

４１ ａｕＩＣカード 当社がＤＩＳＭ ＳＩＭ通信サービス（ＤＩＳＭ ＫＤＤＩ）の

提供のために契約者に貸与するＳＩＭカード 

４２ ＵＳＩＭカード 当社がＤＩＳＭ ＳＩＭ通信サービス（ＤＩＳＭ ＳＢＭ）の提

供のために契約者に貸与するＳＩＭカード 

４３ 音声ＳＩＭ 当社がＤＩＳＭ ＳＩＭ契約者に貸与するＳＩＭカードのうち、

通話とデータ通信の両方を利用できるＳＩＭカード 

４４ データＳＩＭ 当社がＤＩＳＭ ＳＩＭ契約者に貸与するＳＩＭカードのうち、

データ通信に限り利用できるＳＩＭカード 

４５ 端末機器 端末機器の技術基準適合認定等に関する規則（平成１６ 年１月

２６日総務省令第１５ 号）第３条で定める種類の端末設備の機

器 

４６ 自営電気通信設備 電気通信事業者以外の者が設置する電気通信設備であって、端

末設備以外のもの 

４７ 契約者回線 ＤＩＳＭ ＳＩＭ契約に基づいて携帯電話事業者の無線基地局設

備とＤＩＳＭ ＳＩＭ契約者が指定する移動無線装置 との間に

設定される電気通信回線 

４８ ＫＤＤＩ相互接続

点 

ＫＤＤＩ株式会社がＬＴＥ約款以外の契約約款等（契約約款、

料金表その他の電気通信サービスの提供条件を定める契約をい

います。以下同じとします｡）により提供する電気通信サービス

（ａｕ（ＷＩＮ）通信サービスを除きます｡）に係る電気通信設

備とａｕ（ＬＴＥ）通信サービスに係る電気通信設備との間の

接続点 

４９ ソフトバンク相互

接続点 

ソフトバンク株式会社が４Ｇ通信サービス契約約款以外の契約

約款等（契約約款、料金表その他の電気通信サービスの提供条

件を定める契約をいいます。以下同じとします｡）により提供す

る電気通信サービス（３Ｇ通信サービスを除きます｡）に係る電

気通信設備と４Ｇ通信サービスに係る電気通信設備との間の接

続点 

５０ 他社相互接続点 当社または特定携帯電話事業者と当社以外または特定携帯電話

事業者以外の電気通信事業者との間の相互接続協定に基づく相

互接続に係る電気通信設備の接続点。 

５１ 契約者回線など （１）契約者回線および契約者回線にパケット通信網を介して

接続される電気通信網であって、当社または協定事業者が必要

に応じ設置する電気通信設備 

（２）相互接続点 

５２ 契約者識別番号 電気通信番号規則に規定する電気通信番号または契約者回線を

識別するための英字若しくは数字の組み合わせ 

５３ 料金月 １の暦月の起算日（当社が契約ごとに定める毎暦月の一定の日

をいいます。）から次の暦月の起算日の前日までの間 
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５４ 付加機能 ＤＩＳＭ ＳＩＭ通信サービスに付随するサービスとして、別表

に記載するサービスで、かつ、ＤＩＳＭ ＳＩＭ契約者から利用

の請求に基づき当社が提供を承諾したい場合、ＤＩＳＭ ＳＩＭ

契約者に提供するサービス 

５５ ＤＩＳＭ ＳＩＭパ

ッケージ 

ＤＩＳＭ ＳＩＭ通信サービスにつき、当社所定の期間利用でき

る権利を、譲渡可能とするため書面等にしたもの 

５６ アクセスポイント

／ＡＰＮ 

特定携帯電話事業者が設置する電気通信設備のひとつで、ＤＩ

ＳＭ ＳＩＭ契約者がデータ通信を実施するにあたり使用する端

末機器から電気通信設備への接続先 

５７ ユニバーサルサー

ビス料 

事業法に定める基礎的電気通信役務の提供の確保のための負担

金に充てるために、基礎的電気通信役務に係る交付金および負

担金算定等規則（平成１４年６月１９ 日総務省令第６４号）に

より算出された額に基づいて、当社が定める料金  

５８ 電話リレーサービ

ス料 

聴覚障害者等による電話の利用の円滑化に関する法律（令和２

年法律第 53 号）に定める電話リレーサービスの提供の確保 の

ための負担金に充てるために、 聴覚障害者等による電話の利用

の円滑化に関する法律施行規則（令和２年総務省令第 110 号） 

により算出された額に基づいて、当社が定める料金 

５９ 消費税相当額 消費税法（昭和６３年法律第１０８号）および同法に関する法

令の規定に基づき課税される消費税の額ならびに地方税法（昭

和２５年法律第２２６号）および同法に関する法令の規定に基

づき課税される地方消費税の額 

６０ 各クレジット会社 ＤＩＳＭ ＳＩＭ通信サービスに係る料金債権を当社が債権譲渡

する会社で、ＤＩＳＭ ＳＩＭ通信契約者がＤＩＳＭ ＳＩＭ通

信サービス料金の支払いに、利用する会社（各クレジット会社

名は、別記１４のとおりです） 

６１ 電子メール メッセージデータ、電子メール又は文字メッセージを配信する

方法（以下、「電子メール等」といいます。） 

６２ ｅＳＩＭ 丸紅ネットワークソリューションズが提供する伝送交換設備を

用いた移動無線通信に係る通信網を利用して、インターネット

プロトコルによる相互通信等をＳＩＭプロファイルの形態を用

いて提供するサービス 

６３ ＤＩＳＭ ｅＳＩＭ 

ＭＮＥＴＳ 

当社が丸紅ネットワークソリューションズの提供するデータ通

信網を使用してＤＩＳ ｍｏｂｉｌｅ ｅＳＩＭ Ｐｏｗｅｒｅｄ 

ｂｙ 丸紅ネットワークソリューションズとして当社が提供する

ＤＩＳＭ ＳＩＭ通信サービス 
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第２章 通信サービスの種類 

 

（通信サービスの種類） 

第４条 ＤＩＳＭ ＳＩＭ通信サービスは、当社が無線基地局設備とＤＩＳＭ ＳＩＭ契約者が指定

する移動無線装置（当社が貸与するＳＩＭカードを装着することにより、当社が指定する方

式により伝送交換を行うためのものに限ります。）との間に電気通信回線を設定して、音声

またはデータ通信を行うサービス 

２ ＤＩＳＭ ＳＩＭ通信サービスの種類は、料金表第１（基本使用料）に記載のとおりとしま

す。 

 

（サービス区域） 

第５条 ＤＩＳＭ ＳＩＭ通信サービスのサービス区域は、携帯電話事業者が定める特定事業者約款

に記載されています。 
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第３章 契約 

 

（契約の単位） 

第６条 当社は、１の契約者回線ごとに１のＤＩＳＭ ＳＩＭ契約を締結します。この場合、ＤＩＳ

Ｍ ＳＩＭ契約者は、１のＤＩＳＭ ＳＩＭ契約につき１人に限ります。 

 

（契約申込の方法） 

第７条 ＤＩＳＭ ＳＩＭ契約の申し込みをするときは、契約事務を行うサービス取扱所に当社所定

の方法にて申し込みを行うものとします。 

２ 前項の申し込みは、個人の場合は満２０歳以上に限ります。法人の申し込みにおいては、

当社が別に定める方法によります。 

 

（契約申込の承諾） 

第８条 当社は、ＤＩＳＭ ＳＩＭ契約の申し込みがあったときは、受け付けた順序に従って承諾し

ます。 

２ 前項の規定にかかわらず、当社は、通信の取扱い上余裕がないとき又は当社の業務の遂行

上支障があるときは、その申し込みの承諾を延期することがあります。 

３ 当社は、前２項の規定にかかわらず、次の場合には、その申し込みを承諾しないことがあ

ります。 

（１）ＤＩＳＭ ＳＩＭ契約の申し込みをした者がＤＩＳＭ ＳＩＭ通信サービスの料金その

他の債務の支払いを現に怠り、または怠るおそれがあるとき。 

（２）第７条（契約申込の方法）に基づき申し込まれた内容に虚偽または不実の内容がある

とき。 

（３）ＤＩＳＭ ＳＩＭ契約の申し込みをした者が、第２７条（利用停止）各号の規定のいず

れかに該当し、ＤＩＳＭ ＳＩＭ通信サービスの利用を停止されたことがあるまたはＤＩ

ＳＭ ＳＩＭ契約の解除を受けたことがあるとき。 

（４）ＤＩＳＭ ＳＩＭ契約の申し込みをした者が、当社が提供するＤＩＳＭ ＳＩＭ通信サ

ービス以外のサービスの利用を停止されたことがある又はＤＩＳＭ ＳＩＭ通信サービス

以外のサービスに係る契約の解除を受けたことがあるとき。 

（５）第７０条（利用に係る契約者の義務）の規定に違反するおそれがあるとき。 

（６）個人の申し込みにおいて、ＤＩＳＭ ＳＩＭ契約の申し込みをした者の当社と締結して

いる他のＤＩＳＭ ＳＩＭ契約の数の合計が３以上であるとき。 

（７）申込者が指定したクレジットカードの名義人と異なるとき。 

（８）ＤＩＳＭ ＳＩＭ契約の申し込みをした者が、携帯音声通信事業者による契約者等の本

人確認等及び携帯音声通信役務の不正利用の防止に関する法律（平成１７年法律第３１

号。以下「携帯電話不正利用防止法」といいます。）第１０条の規定に違反して通話可

能端末設備等（携帯電話不正利用防止法に定めるものをいいます。以下同じとしま

す。）を貸与したものと当社が認めたとき。 

（９）その他当社の業務の遂行上支障があるとき。 

（１０）事由の如何を問わず携帯電話事業者が承諾しないとき。 

 

（契約者確認の取り扱い） 

第９条 当社は、携帯電話不正利用防止法の規定に基づき、ＤＩＳＭ ＳＩＭ契約者に対して、契約

者確認（携帯電話不正利用防止法第９条に定める契約者確認をいいます。以下同じとしま
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す｡）を行うことがあります。この場合においては、ＤＩＳＭ ＳＩＭ契約者は、当社の定め

る期日までに、当社が別に定める方法により契約者確認に応じていただきます。 

 

（契約者識別番号） 

第１０条 ＤＩＳＭ ＳＩＭ通信サービスの契約者識別番号は、１の契約者回線ごとに当社が定めま

す。なお、その契約者識別番号については、契約者が継続的に利用できることを保証するも

のではありません。 

２ 当社は、技術上および業務の遂行上やむを得ない理由があるときは、ＤＩＳＭ ＳＩＭ通信

サービスの契約者識別番号を変更することがあります。 

３ 当社は、ＤＩＳＭ ＳＩＭ通信サービスの契約者識別番号を変更する場合には、あらかじめ

そのことをＤＩＳＭ ＳＩＭ契約者に通知します。 

 

（契約者の氏名等の変更） 

第１１条 ＤＩＳＭ ＳＩＭ契約者は、契約者連絡先（氏名、名称、住所若しくは居所、連絡先の電

話番号若しくはメールアドレス又は請求書の送付先をいいます。以下同じとします。）に変

更があったときは、そのことを速やかにＤＩＳＭ ＳＩＭ通信サービスの契約事務を行うサ

ービス取扱所に当社所定の方法により届け出ていただきます。 

２ 当社は、前項の届出があったときは、その変更のあった事実を証明する書類を提示してい

ただくことがあります。 

３ ＤＩＳＭ ＳＩＭ契約者は、第１項の届出を怠ったことにより、当社がそのＤＩＳＭ ＳＩ

Ｍ契約者の従前の契約者連絡先に宛てて書面等を送付したときは、その書面等が不到達であ

っても、通常その到達すべき時にそのＤＩＳＭ ＳＩＭ契約者が通知内容を了知したものと

して扱うことに同意していただきます。 

４ ＤＩＳＭ ＳＩＭ契約者が事実に反する届出を行ったことにより、当社が届出のあった契約

者連絡先に宛てて書面等を送付した場合についても、前項と同様とします。 

５ 当社は、契約者連絡先に宛てて送付した書面が当社に返戻されるその他の理由により、届

出のあった契約者連絡先が事実と異なるものであると判断した場合、以後、書面による通知

等は行わないこととします。 

６ ５に該当する場合であって、当社が書面による通知等を行わないこととしたときは、当社

は、その契約者回線への架電その他の当社が別に定める方法により通知等を行います。この

場合において、その契約者回線に提供する留守番伝言機能またはその契約者回線に接続され

た端末設備に内蔵された留守番電話機能等に通知等を録音するまたは電子メールその他の方

法により、ＤＩＳＭ ＳＩＭ契約者がその通知等を受領しうる状態にしたときは、ＤＩＳＭ 

ＳＩＭ契約者がその通知等を実際に受領したか否かにかかわらず、その通知等はＤＩＳＭ 

ＳＩＭ契約者に到達したものとして取り扱うことに同意していただきます。 

７ 当社は、当社がその契約者回線について第２７条（利用停止）に基づくＤＩＳＭ ＳＩＭ通

信サービスの利用の停止又は第１５条（当社が行う契約の解除）に基づく契約の解除を行う

場合であって、書面及び６のいずれの方法によっても通知等を行うことができないときは、

これらの規定にかかわらず、通知を省略します。 

８ ＤＩＳＭ ＳＩＭ契約者は、１の届出を怠った、又は当社に事実と異なる届出を行った場

合、当社がその契約者連絡先に係る情報に基づいて通知等を行ったことに起因する損害につ

いて、当社が一切責任を負わないことに同意していただきます。 
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（契約者の地位の承継） 

第１２条 相続又は法人の合併若しくは分割によりＤＩＳＭ ＳＩＭ契約者の地位の承継があったと

きは、相続人、合併後存続する法人、合併若しくは分割により設立された法人又は分割によ

り営業を承継する法人は、当社所定の書面にこれを証明する書類を添えて、そのＤＩＳＭ 

ＳＩＭ通信サービスの契約事務を行うサービス取扱所に届け出ていただきます。 

２ 前項の場合に、地位を承継した者が２人以上あるときは、そのうち１人を当社に対する代 

表者と定め、これを届け出ていただきます。これを変更したときも同様とします。 

３ 当社は、前項の規定による代表者の届出があるまでの間、その地位を承継した者のうちの

１人を代表者として取り扱います。 

４ ＤＩＳＭ ＳＩＭ契約者は、第１項の届出を怠った場合には、第１１条（契約者の氏名等の

変更の届出）第３項から第６項の規定に準じて取り扱うことに同意していただきます。 

 

（契約に基づく譲渡の禁止） 

第１３条 ＤＩＳＭ ＳＩＭ契約者がＤＩＳＭ ＳＩＭ契約に基づいて契約者回線の提供を受ける権

利は、譲渡することができません。 

 

（契約者が行う契約の解除） 

第１４条 ＤＩＳＭ ＳＩＭ契約者は、ＤＩＳＭ ＳＩＭ契約を解除しようとするときは、あらかじ

め、当社所定の方法により、契約事務を行うサービス取扱所に通知していただきます。 

 

（当社が行う契約の解除） 

第１５条 当社は、第２７条（利用停止）の規定によりＤＩＳＭ ＳＩＭ通信サービスの利用を停止

されたＤＩＳＭ ＳＩＭ契約者がなおその事実を解消しない場合は、そのＤＩＳＭ ＳＩＭ契

約を解除することがあります。 

２ 前項の規定にかかわらず、当社はＤＩＳＭ ＳＩＭ契約者が第２７条（利用停止）第１項各

号の規定のいずれかに該当する場合に、その事実が当社の業務の遂行に特に著しい支障を及

ぼすと認められるときは、ＤＩＳＭ ＳＩＭ通信サービスの利用停止をしないでそのＤＩＳ

Ｍ ＳＩＭ契約を解除することがあります。 

３ 当社は、前２項の規定により、そのＤＩＳＭ ＳＩＭ契約を解除しようとするときは、その

ことをあらかじめＤＩＳＭ ＳＩＭ契約者に通知します。ただ、緊急でやむを得ない場合は

この限りではありません。 

４ 前３項の規定にかかわらず、当社は、ＤＩＳＭ ＳＩＭ契約者について、破産法、民事再生

法又は会社更生法の適用の申立てその他これらに類する事由が生じたことを知ったときは、

直ちにそのＤＩＳＭ ＳＩＭ契約を解除することがあります。 

５ 前４項の規定にかかわらず、当社は携帯電話事業者からの連絡に基づきそのＤＩＳＭ ＳＩ

Ｍ契約を解除することがあります。 

 

（その他の提供条件） 

第１６条 ＤＩＳＭ ＳＩＭ契約に係るその他の提供条件については、別記１７に定めるところによ

ります。 
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第４章 付加機能 

 

（付加機能の提供） 

第１７条 当社は、ＤＩＳＭ ＳＩＭ契約者から請求があったときは付加機能を提供します。その取

扱いについては、当社が別に定めるところによります。 

２ 前項の規定にかかわらず、当社は、次の場合には、その請求を承諾しないことがありま

す。 

（１）付加機能の提供を請求したＤＩＳＭ ＳＩＭ契約者がＤＩＳＭ ＳＩＭ通信サービスに

係る料金又は工事に関する費用の支払いを現に怠り、又は怠るおそれがあるとき。 

（２）付加機能の提供を請求したＤＩＳＭ ＳＩＭ契約者が第２７条（利用停止）の規定に

よりＤＩＳＭ ＳＩＭ通信サービスの利用停止をされている、又は当社が行うＤＩＳＭ 

ＳＩＭ契約の解除を受けたことがあるとき。 

（３）付加機能の提供を請求したＤＩＳＭ ＳＩＭ契約者が本条第２項の規定により、その

付加機能の利用の停止をされている、又はその付加機能の廃止を受けたことがあると

き。 

（４）付加機能の提供を請求したＤＩＳＭ ＳＩＭ契約者が、虚偽の内容を含む請求を行っ

たとき。 

（５）付加機能の提供が技術的に困難なとき、又は保守することが著しく困難である等当社

の業務の遂行上支障があるとき。 

（６）事由の如何を問わず携帯電話事業者が承諾しないとき。 

 

（付加機能の廃止） 

第１８条 当社は、次のいずれかに該当するときは、その付加機能を廃止します。 

（１）契約の解除があったとき。 

（２）ＤＩＳＭ ＳＩＭ契約者から付加機能の廃止の申し出があったとき。 

（３）携帯電話事業者が付加機能の全部または一部を廃止したとき。 

（４）その他当社が必要と判断したとき。 

 

（付加機能の利用の一時中断） 

第１９条 当社は、別記１７（ＤＩＳＭ ＳＩＭ通信サービスの利用の一時中断）に規定する契約者

回線の利用の一時中断を行ったときは、付加機能の利用の一時中断（付加機能に係る設備を

他に転用することなく一時的に利用できないことをいいます。以下同じとします。）を行い

ます。 

 

（地位の承継があった場合の取り扱い） 

第２０条 当社は、付加機能を提供している契約者回線について、ＤＩＳＭ ＳＩＭ契約者の地位の

承継があった場合であって、別表に別段の定めがあるときは、その付加機能を廃止します。 
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第５章 ＳＩＭカード 
 

（ＳＩＭカードの貸与） 

第２１条 当社は、ＤＩＳＭ ＳＩＭ契約者に対し、ＳＩＭカードを貸与します。この場合において、

貸与するＳＩＭカードの数は、１のＤＩＳＭ ＳＩＭ契約につき１とします。 

２ 当社は、技術上及び業務の遂行上やむを得ない理由があるときは、当社が貸与するＳＩＭ

カードを変更することがあります。この場合は、あらかじめそのことをＤＩＳＭ ＳＩＭ契

約者に通知します。 

３ ｅＳＩＭはＳＩＭプロファイルの形態を用いて貸与し、これをＳＩＭカード相当として取

扱います。本項以降、ｅＳＩＭを含めＳＩＭカードと記載します。 

 

（契約者識別番号その他の情報の登録等） 

第２２条 当社は、次の場合に、当社の貸与するＳＩＭカードに契約者識別番号その他の情報の登

録等を行います。 

（１）ＳＩＭカードを貸与するとき。 

（２）その他、当社のＳＩＭカードの貸与を受けているＤＩＳＭ ＳＩＭ契約者から、その

ＳＩＭカードへの契約者識別番号その他の情報の登録などを要する請求があったと

き。 

２ 当社は、前項の規定によるほか、第１０条（契約者識別番号）第２項の規定により契約者

識別番号を変更する場合は、契約者識別番号その他の情報の登録などを行います。 

３ 当社は、当社または携帯電話事業者の電気通信設備を修理または復旧するときは、暫定的

にその契約者識別番号を変更することがあります。契約者識別番号を変更する場合は、契約

者識別番号その他の情報の登録などを行います。 

 

（ＳＩＭカードの情報消去及び返還） 

第２３条 当社は、次の場合には、当社のＤＩＳＭ ＳＩＭ契約者に貸与するＳＩＭカードに登録さ

れた契約者識別番号その他の情報を、当社が別に定める方法により消去します。 

（１）そのＳＩＭカードの貸与に係るＤＩＳＭ ＳＩＭ契約の解除があったとき。 

（２）その他、ＳＩＭカードを利用しなくなったとき。 

（３）当社が別に定めるサービスの種類の変更を行なったとき。 

２ 当社のａｕＩＣカードの貸与を受けているＤＩＳＭ ＳＩＭ契約者は、前項の各号に該当す

る場合、当社の指示に従ってそのａｕＩＣカードに切れ込みを入れ、これを破棄していただ

きます。 

３ 前項の規定によるほか、第２１条（ＳＩＭカードの貸与）第２項の規定により、当社がａ

ｕＩＣカードの変更を行った場合、ＤＩＳＭ ＳＩＭ契約者は、変更前のａｕＩＣカードに

切れ込みを入れ、これを破棄していただきます。 

４ 当社のＵＳＩＭカードの貸与を受けているＤＩＳＭ ＳＩＭ契約者は、第１項の各号に該当

する場合、そのＵＳＩＭカードを当社が別に定める方法により、当社が指定するサービス取

扱所へ速やかに返還していただきます。なお、ＤＩＳＭ ＳＩＭ契約者がＵＳＩＭカードを

当社に返還する際にＤＩＳＭ ＳＩＭ契約者の私物（以下「契約者私物」といいます。）が同

梱されていた場合であって、当社に契約者私物が届いてから９０日以内にＤＩＳＭ ＳＩＭ

契約者から契約者私物の返却を求める通知がないときには、当社は契約者私物を廃棄できる

ものとします。（ただし、契約者私物の返却を求める通知があった場合でも、返却の求めに

応じられない場合があります。） 

５ 前項の規定によるほか、第２１条（ＳＩＭカードの貸与）第２項の規定により、当社がＵ

ＳＩＭカードの変更を行った場合、ＤＩＳＭ ＳＩＭ契約者は、変更前のＵＳＩＭカードを
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返還するものとします。 

 

（ＳＩＭカードの管理責任） 

第２４条 当社のＳＩＭカードの貸与を受けているＤＩＳＭ ＳＩＭ契約者は、そのＳＩＭカードを

善良な管理者の注意をもって管理していただきます。 

２ 当社のＳＩＭカードの貸与を受けているＤＩＳＭ ＳＩＭ契約者は、ＳＩＭカードについて

盗難にあった場合、紛失した場合または毀損した場合は、速やかに当社に届け出ていただき

ます。 

３ 当社は、第三者がＳＩＭカードを利用した場合であっても、そのＳＩＭカードの貸与を受

けているＤＩＳＭ ＳＩＭ契約者が利用したものとみなして取り扱います。  

４ 当社は、ＳＩＭカードの盗難、紛失または毀損に起因して生じた損害などについて、責任

を負わないものとします。 

 

（ＳＩＭカード暗証番号） 

第２５条 ＤＩＳＭ ＳＩＭ契約者は、当社が別に定める方法により、ＳＩＭカードに、ＳＩＭカー

ド暗証番号（そのＳＩＭカードを利用する者を識別するための数字の組合せをいいます｡）

を登録することができます。この場合において、当社からそのＳＩＭカードの貸与を受けて

いるＤＩＳＭ ＳＩＭ契約者以外の者が登録を行った場合、当社は、そのＤＩＳＭ ＳＩＭ契

約者が登録を行ったものとみなします。  

２ ＤＩＳＭ ＳＩＭ契約者は、ＳＩＭカード暗証番号を善良な管理者の注意をもって管理して

いただきます。 
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第６章 利用中止および利用の停止 

 

（利用中止） 

第２６条 当社は、次の場合には、ＤＩＳＭ ＳＩＭ通信サービスの利用を中止することがありま

す。 

（１）当社または携帯電話事業者の電気通信設備の保守又は工事上やむを得ないとき。 

（２）第３３条（通信利用の制限等）の規定により、通信利用を中止するとき。 

（３）特定の契約者回線から、多数の不完了呼（相手先の応答前に発信を取り止めることを

いいます。以下同じとします｡）を発生させたことにより、現に通信がふくそうし、ま

たはふくそうするおそれがあると当社が認めたとき。 

２ 前項に規定する場合のほか、当社は、その契約者回線について、その料金月におけるＤＩ

ＳＭ ＳＩＭ通信サービスの利用が著しく増加し、料金等の回収に支障が生じるおそれがあ

ると認めた場合は、一時的にＤＩＳＭ ＳＩＭ通信サービスの利用を中止することがありま

す。この場合において、料金等の回収に支障が生じるおそれがあると当社が判断した事由が

解消されたときは、その利用の中止を解除します。 

３ 当社は、前２項の規定によりＤＩＳＭ ＳＩＭ通信サービスの利用を中止するときは、あら

かじめそのことをその契約者に通知します。ただし、緊急やむを得ない場合は、この限りで

ありません。 

 

（利用停止） 

第２７条 当社は、ＤＩＳＭ ＳＩＭ契約者が次のいずれかに該当する場合は、６か月以内で当社が

定める期間（そのＤＩＳＭ ＳＩＭ通信サービスに係る料金等その他の債務が支払われるま

での間とします）、そのＤＩＳＭ ＳＩＭの利用を停止することがあります。 

（１）料金その他の債務について、支払期日を経過してもなお支払わないとき（支払期日を

経過した後に支払われた場合であって、当社がその支払いの事実を確認できないとき

を含みます。以下この条において同じとします｡）。 

（２）ＤＩＳＭ ＳＩＭ通信サービスに係る契約の申し込みに当たって、事実に反する記載

を行ったことが判明したとき。 

（３）第１１条 （契約者の氏名等の変更）の規定に違反若しくは届け出た内容について事

実に反することが判明したとき。 

（４）ＤＩＳＭ ＳＩＭ契約者が当社と契約を締結している若しくは締結していた他のＤＩ

ＳＭ ＳＩＭ通信サービスに係る料金その他の債務またはＤＩＳＭ ＳＩＭ契約者が当

社と契約を締結している若しくは締結していた他の電気通信サービスに係る料金等の

債務（その契約約款等に定める料金その他の債務をいいます｡）について、支払期日を

経過してもなお支払わないとき。 

（５）第９条（契約者確認の取り扱い）（第１６条（その他の提供条件）において準用する

場合を含みます｡）の規定に違反したとき。 

（６）ＤＩＳＭ ＳＩＭ契約者がそのＤＩＳＭ ＳＩＭ通信サービスまたは当社と契約を締結

している他のＤＩＳＭ ＳＩＭ通信サービスの利用において第７０条（利用に係る契約

者の義務）の規定に違反したと当社が認めたとき。 

（７）契約者回線に端末設備または自営電気通信設備を当社の承諾を得ずに接続したとき。 

（８）別記５若しくは別記６の規定に違反して当社の検査を受けることを拒んだときまたは

その検査の結果、技術基準等（別記１に規定する技術基準および技術的条件をいいま

す。以下同じとします｡）に適合していると認められない端末設備若しくは自営電気通
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信設備の契約者回線への接続を取りやめなかったとき。 

（９）別記７、別記８、別記９ または別記１０の規定に違反したとき。 

（１０）第５３条（預託金）に規定する預託金を預け入れないとき。 

（１１）支払手段として指定されているクレジットカードを使用することができなくなった

とき。 

（１２）特定携帯電話事業者から当該契約者識別番号の利用停止の通知が当社にあったとき 

２ 当社は、本条の規定によりＤＩＳＭ ＳＩＭ通信サービスの利用を停止するときは、あらか

じめその理由、利用停止をする日および期間をそのＤＩＳＭ ＳＩＭ契約者に通知します。

ただし、本条第６号の規定により、ＤＩＳＭ ＳＩＭ通信サービスの利用を停止する場合で

あって、緊急やむを得ないときは、この限りでありません。 
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第７章 通信 
 

（通信の種類） 

第２８条 ＤＩＳＭ ＳＩＭ契約者が利用できる、ＤＩＳＭ ＳＩＭ通信サービスには次の種類があ

ります。 

種類 内容 

通話 電気通信回線を通じて音声その他の音響を送り、または受ける

通信 

データ通信 電気通信回線を通じてパケット交換方式によりデータを送り、

又は受ける通信 

 

（インターネット接続サービスの利用） 

第２９条 ＤＩＳＭ ＳＩＭ契約者は、インターネット接続サービスを利用することができます。 

２ 当社は、インターネット接続サービスの提供により生じた損害については、一切の責任を

負わないものとします。 

 

（通信の条件） 

第３０条 契約者回線との間の通信は、その契約者回線に接続されている移動無線装置が第５条

（サービス区域）に規定するサービス区域内に在圏する場合に限り行うことが出来ます。た

だし、そのサービス区域内にあっても、屋内、地下、トンネル、ビルの陰、山間部、海上等

電波の伝わりにくいところでは、通信を行うことができない場合があります。 

 

（相互接続に伴う通信） 

第３１条 ソフトバンク相互接続点およびＫＤＤＩ相互接続点との間の通信は、特定携帯電話事業

者が定めた通信に限り行うことができます。 

２ 他社相互接続点との間の通信は、相互接続協定などに基づき当社または特定携帯電話事業者

が定めた通信に限り行うことができます。  

３ 相互接続協定に基づく相互接続の一時停止もしくは相互接続協定の解除または協定事業者に

おける電気通信事業の休止の場合は、その協定事業者に係る他網相互接続通信（この約款で

提供するＤＩＳＭ ＳＩＭ通信サービス以外の電気通信サービスに係る電気通信設備におけ

る通信をいいます。以下同じとします｡）を行うことはできません。 

 

（国際アウトローミング・国際電話サービスの利用等） 

第３２条 ＤＩＳＭ ＳＩＭ通信サービスでは、特定事業者約款で規定されている国際に係る通信サ

ービスは利用することはできません。 

 

（通信利用の制限等） 

第３３条 当社または特定携帯電話事業者は、通信が著しくふくそうし、通信の全部を接続するこ

とができなくなったときは、天災、事変その他の非常事態が発生し、または発生するおそれ

がある場合の災害の予防若しくは救援、交通、通信若しくは電力の供給の確保又は秩序の維

持のために必要な事項を内容とする通信及び公共の利益のため緊急を要する事項を内容とす

る通信を優先的に取り扱うため、次の措置を執ることがあります。 

（１）次に掲げる機関が使用しているＤＩＳＭ ＳＩＭ通信サービス（当社または携帯電話

事業者がそれらの機関との協議により定めたものに限ります。）以外のものによる通信
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の利用を中止する措置（特定の地域の契約者回線などへの通信を中止する措置を含み

ます。） 

 

機関名 

気象機関 

水防機関 

消防機関 

災害救助機関 

秩序の維持に直接関係がある機関 

防衛に直接関係がある機関 

海上の保安に直接関係がある機関 

輸送の確保に直接関係がある機関 

通信役務の提供に直接関係がある機関 

電力の供給に直接関係がある機関 

水道の供給に直接関係がある機関 

ガスの供給に直接関係がある機関 

選挙管理機関 

別記２に定める基準に該当する新聞社、放送事業者及び通信社の機関 

預貯金業務を行う金融機関 

その他重要通信を取り扱う国又は地方公共団体の機関 

（２）特定の相互接続点への通信の利用を制限する措置 

 

（通信の利用を制限する措置） 

第３４条 前条の規定による場合のほか、当社または携帯電話事業者は、ＤＩＳＭ ＳＩＭ契約

者へ事前の通知をすることなく次の通信利用の制限を行うことがあります。 

（１）通信が著しくふくそうする場合に、通信時間または特定地域の契約者回線などへの通

信の利用を制限すること。 

（２）契約者回線を当社が別に定める一定時間以上継続して保留し当社の電気通信設備を占

有する等、その通信がＤＩＳＭ ＳＩＭ通信サービスの提供に支障を及ぼすおそれがある

と当社が認めた場合に、その通信を切断すること。 

（３）当社または携帯電話事業者の電気通信設備において取り扱う通信の総量に比し過大と

認められる通信を発生させる等、その契約者回線を用いて行われた通信が当社の電気通

信設備の容量を逼迫させた、若しくは逼迫させるおそれを生じさせた、または他の契約

者回線に対する当社のＤＩＳＭ ＳＩＭ通信サービスの提供に支障を及ぼした、若しくは

及ぼすおそれを生じさせたと当社が認めた場合に、その契約者回線に係る通信の帯域を

制限すること。 

（４））ＤＩＳＭ ＳＩＭ契約者が別記３に規定する禁止行為を行った場合に、その通信の切

断または制限を行うこと。 

２ 当社または携帯電話事業者は、前項の規定による場合のほか、当社または携帯電話事業者

が別に定める形式のデータについて、圧縮その他ＤＩＳＭ ＳＩＭ通信サービスの円滑な提

供に必要な措置を行うことがあります。 

３ 当社または携帯電話事業者はＤＩＳＭ ＳＩＭ契約者の契約者回線から行った通信に関し

て、次の措置を執ることがあります。 

（１）当社または携帯電話事業者が別に定める通信プロトコルまたは通信ポートに係る通信
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等を制限する措置 

（２）当社または携帯電話事業者が別に定めるデータファイルの圧縮及び一部削除並びに送

受信を制限する措置 

（３）一定時間内に大量または多数の通信があったと当社または携帯電話事業者が認めた場

合において、その契約者回線からの通信の利用または中止する措置 

（４）一定時間内に長時間の通信があったと当社または携帯電話事業者が認めた場合におい

て、その契約者回線からの通信の利用を制限または中止する措置 

（５）セッションの設定が長時間継続されたと当社または携帯電話事業者が認めた場合にお

いて、その契約者回線からの通信の利用を制限または中止する措置 

（６）同一セッション内に大量の通信があったと当社または携帯電話事業者が認めた場合に

おいて、その契約者回線からの通信の利用を制限または中止する措置 

 

（通話サービス） 

第３５条 ＤＩＳＭ ＳＩＭ契約の申込みで、通話サービスの利用を希望し、当社が利用を承諾した

ＤＩＳＭ ＳＩＭ契約者に対して、通話サービス及び通話オプションサービスを提供しま

す。 

２ 通話サービス及び通話オプションサービス利用の詳細な条件は、本章及び別記に定めると

ころに従います。 

 

（国際電気通信事業者等への情報通知） 

第３６条 当社は、国際電気通信事業者等から請求があったときは、利用者の氏名、住所、電番号

および生年月日等を当該事業者に通知することがあります。 

 

（通話サービスのための電話番号の付与） 

第３７条 当社は、通話サービスの利用者に対し、通話サービスを利用するための電話番号を定

め、１つの契約回線に対して１つ付与します。 

２ 通話サービスの利用者は、通話サービスを利用するための電話番号の変更を請求すること

はできません。 

 

（通話サービス固有の禁止事項） 

第３８条 通話サービスの利用者は、通話サービスを利用するにあたり、別記３に規定する禁止行

為に加えて、以下の行為を行ってはならないものとします。  

（１）故意に多数の不完了呼（通信の相手先に応答前に発信を取りやめることをいいます）

を発生させ、又は連続的に多数の呼を発生させるなど、通信のふくそうを生じさせるお

それのある行為。  

（２）第三者または当社に迷惑・不利益を及ぼす行為、通話サービスに支障をきたすおそれ

のある行為、通話サービスの運営を妨げる行為。  

（３）通話サービスの利用において、本人の同意を得ることなく不特定多数の第三者に対

し、自動電話ダイヤリングシステムを用いまたは合成音声もしくは録音音声等を用い

て、商業的宣伝や勧誘などの通信を行う行為または商業的宣伝や勧誘などを目的とした

回線への発信を誘導する行為。  

（４）通話サービスの利用において、自動電話ダイヤリングシステムを用いまたは合成音声

もしくは録音音声等を用いて、第三者が嫌悪感を抱くまたはその恐れのある通信をする

行為。  
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（通信利用の制限など） 

第３９条 第３０条（通信の条件）、第３３条（通信利用の制限等）および第３４条（通信の利用を

制限する措置）の規定は、通話サービスに準用します。 

 

（その他通信利用の制限等） 

第４０条 当社は、第３３条（通信利用の制限等）および第３４条（通信の利用を制限する措置）

によるほか、当社または携帯電話事業者が、窃盗、詐欺等の犯罪行為若しくはその他法令に

違反する行為により取得されたと判断しまたは代金債務（立替払等に係る債務を含みま

す。）の履行が為されていないと判断して、当社の電気通信設備（携帯電話事業者の電気通

信設備を含みます。）に所定の登録を行った端末設備が契約者回線に接続された場合、その

契約者回線からの通信の利用を制限する措置をとることがあります。 

 

（指定接続先との通信利用の制限等） 

第４１条 当社は、インターネット上の児童ポルノの流通による被害児童の権利侵害の拡大を防止

するために、児童ポルノアドレスリスト作成管理団体が児童の権利を著しく侵害すると判断

した児童ポルノ画像および映像などを掲載するＷｅｂサイト（児童ポルノアドレスリストに

基づきます。）について、ＤＩＳＭ ＳＩＭ契約者が当該Ｗｅｂサイトを閲覧する場合に、事

前に通知することなく、当該Ｗｅｂサイトの閲覧を制限する場合があります。  

２ 当社は、前項の措置に伴い必要な限度で、当該画像および映像の流通と直接関係のない情

報についても閲覧できない状態に置く場合があります。  

３ 本条第１項および第２項の規定によりＤＩＳＭ ＳＩＭ契約者の利用に何らかの不利益が生

じた場合であっても、当社はその一切の責任を負わないものとします。  
（注）本条に規定する閲覧できない状況に置くとは、児童ポルノ画像などを閲覧できなくす

るように、アクセスしようとする通信を強制的に遮断する措置を示しています。  

（注）本条に規定する児童ポルノアドレスリスト作成管理団体とは、一般社団法人インター

ネットコンテンツセーフティ協会とします。また、児童ポルノアドレスリストとは、一

般社団法人インターネットコンテンツセーフティ協会が提供する児童ポルノアドレスリ

ストとします。 
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第８章 料金等 

 

第１節 料金及び工事に関する費用 

 

（料金及び工事に関する費用） 

第４２条 ＤＩＳＭ ＳＩＭ通信サービスに係る料金は、料金等の適用に規定する基本使用料、通信

料、解除料、手続きに関する料金、付帯サービスに関する料金、ユニバーサルサービス料、

電話リレーサービス料とします。 

２ ＤＩＳＭ ＳＩＭ通信サービスの工事に関する費用は、料金等の適用に規定する工事費とし

ます。 

３ ＤＩＳＭ ＳＩＭパッケージに係る料金他の請求については、この約款のほか別途当社が定

めるところに従うものとします。 

 

第２節 料金等の支払義務 

 

（基本使用料等の支払義務） 

第４３条 ＤＩＳＭ ＳＩＭ信契約者は、そのＤＩＳＭ ＳＩＭ契約に基づいて当社が契約者回線、

付加機能の提供を開始した日から起算してＤＩＳＭ ＳＩＭ契約の解除又は廃止があった日

の前日までの期間（提供を開始した日と解除又は廃止があった日が同一の日である場合は、

その日）について、料金等の適用に規定する基本使用料または付加機能使用料の支払いを要

します。 

２ 前項の期間において、利用停止等によりＤＩＳＭ ＳＩＭ通信サービスを利用することがで

きない状態が生じたときの料金の支払いは、次によります。 

（１）ＤＩＳＭ ＳＩＭ契約者は、利用の一時中断をしたときは、その期間中の料金の支払

いを要します。 

（２）ＤＩＳＭ ＳＩＭ契約者は、利用停止があったときは、その期間中の基本使用料の支

払いを要します。 

（３）前号の規定によるほか、ＤＩＳＭ ＳＩＭ契約者は、次の場合を除いて、ＤＩＳＭ Ｓ

ＩＭ通信サービスを利用できなかった期間中の料金の支払いを要します。 

区別 支払いを要しない料金 

ＤＩＳＭ ＳＩＭ契約者の責めによらない理由によりＤＩ

ＳＭ ＳＩＭ通信サービスを全く利用できない状態（当該

契約に係る電気通信設備による全ての通信に著しい支障が

生じ、全く利用できない状態と同程度の状態となる場合を

含みます。）が生じた場合に、そのことを当社が知った時

刻から起算して２４時間以上その状態が連続したとき。 

そのことを当社が知った時刻以

後の利用できなかった時間（２

４時間の倍数である部分に限り

ます。）について、２４時間ご

とに日数を計算し、その日数に

対応するそのＤＩＳＭ ＳＩＭ

通信サービスについての料金 

３ 当社は、支払いを要しないこととされた料金が既に支払われているときは、その料金を返

還します。 

 

（通信料の支払義務） 

第４４条 ＤＩＳＭ ＳＩＭ契約者は、その契約者回線（当該契約者回線のＤＩＳＭ ＳＩＭ契約者

以外の者が行った通信を含みます。）について、当社または携帯電話事業者が測定した通信

時間、情報量又は通信回数と料金等の適用の規定に基づいて算出した通信料の支払いを要し

ます。 
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（解除料の支払義務） 

第４５条 ＤＩＳＭ ＳＩＭ契約者は、料金表第１の規定に該当する場合には、料金表第３（解除

料）に規定する料金の支払いを要します。 

２ 前項の場合において、当社は、事業法施行規則第２２条の２の３第２項に規定する通知を

行う場合、ＤＩＳＭ ＳＩＭ契約者が料金表第３（解除料）１（適用）（１）本文の規定によ

る契約解除料の適用除外の適用を受ける期間を、あらかじめ電子メール等により通知しま

す。この場合において、通常、ＤＩＳＭ ＳＩＭ契約者が当該電子メール等を受信すべきと

きに、ＤＩＳＭ ＳＩＭ契約者に到達したものとみなします。 

３ 前項の規定にかかわらず、当社が電子メール等を送信できないと判断したＤＩＳＭ ＳＩＭ

契約者に対しては、書面により通知します。 

 

（初期契約解除の取扱い） 

第４６条 ＤＩＳＭ ＳＩＭ契約者は、新たな料金契約（以下「新規契約」といいます。）又は既に

締結されている料金契約の一部の変更を内容とする契約（以下「変更契約」といい、新規契

約と併せて「対象契約」といいます。）を締結したときは、事業法施行規則第２２条の２の

７第１項各号のいずれかに該当する場合を除き、その契約書面（事業法第２６条の２第１項

の規定に基づき当社がＤＩＳＭ ＳＩＭ契約者に交付する書面（同条第２項の規定により提

供するものを含みます。）をいいます。以下同じとします。）を受領した日又は契約者回線

の提供を開始した日（変更契約にあっては、その効力を発した日とします。）のいずれか遅

い日から起算して８日を経過するまでの間に、当社に対して書面（はがき又は封書その他の

紙媒体であって、対象契約を特定するために必要な情報が記載されたものに限ります。）を

発した場合に限り、事業法第２６条の３の規定に基づき対象契約の解除（以下「初期契約解

除」といいます。）を行うことができます。この場合、その書面の発送等に要する費用は、

ＤＩＳＭ ＳＩＭ契約者に負担していただきます。 

２ 初期契約解除は、ＤＩＳＭ ＳＩＭ契約者が前項の書面を発した時に効力を生ずるものとし

ます。 

３ ＤＩＳＭ ＳＩＭ契約者は、新規契約の初期契約解除を行ったときは、その解除までに提供

されたＤＩＳＭ ＳＩＭ通信サービスの料金契約に係る別表で定める料金（事業法施行規則

第２２条の２の９第１号の規定に基づき算定した額とします。）及び登録料以外の料金等の

支払いを要しません。 

４ 当社は、変更契約の初期契約解除があったときは、速やかにそのＤＩＳＭ ＳＩＭ通信サー

ビスを変更前の状態に復するものとします。この場合、ＤＩＳＭ ＳＩＭ契約者は、その変

更契約が効力を発した日に遡って、変更前の契約に基づき算出した料金その他の債務の支払

いを要します。 

５ ＤＩＳＭ ＳＩＭ契約者は、第３項の規定に基づき支払いを要する額について、支払期日を

経過してもなお支払いがないときには、第５６条（延滞利息）の規定にかかわらず、支払期

日の翌日から支払いの日の前日までの間の当社が定める日数について年６％の割合（年当た

りの割合は、閏年の日を含む期間についても、３６５日当たりの割合とします。）で計算し

て得た額を延滞利息として、当社が指定する期日までに支払っていただきます。 

６ ＤＩＳＭ ＳＩＭパッケージについては本条の適用は除外となります。 

 

（手続きに関する料金の支払義務） 

第４７条 ＤＩＳＭ ＳＩＭ契約者は、ＤＩＳＭ ＳＩＭ通信サービスに係る契約の申し込み又は手

続きを要する請求をし、その承諾を受けたときは、料金等の適用に規定する手続きに関する

料金の支払を要します。ただし、その手続きの着手前にその契約の解除又はその請求の取消

しがあったときは、この限りでありません。この場合において、既にその料金が支払われて

いるときは、当社は、その料金を返還します。 
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（付帯に関する料金の支払い義務） 

第４８条 ＤＩＳＭ ＳＩＭ契約者は、ＤＩＳＭ ＳＩＭ通信サービスに係る付帯サービスの申し込

みに要する請求をし、その承諾を受けたときは、料金等の適用に規定する付帯に関する料金

の支払を要します。 

 

（ユニバーサルサービス料の支払義務） 

第４９条 ＤＩＳＭ ＳＩＭ契約者は、料金等の適用に規定する料金（事業法に定める基礎的電気通

信役務の提供の確保のための負担金に充てるために、基礎的電気通信役務の提供に係る交付

金および負担金算定等規則（平成１４年６月１９日総務省令第６４号）により算出された額

に基づいて当社が定める料金をいいます。）の支払いを要します。  

２ 当社は、ユニバーサルサービス料の日割りは行わず、契約者回線の提供の開始があったと

きは当該月分のその料金を請求するものとします。 

３ ＤＩＳＭ ＳＩＭ契約者は、ユニバーサルサービス制度に係る負担金の変更があった場合

に、その変動に応じて当社がユニバーサルサービス料を見直すことについて、あらかじめ同

意するものとします。 

 

（電話リレーサービス料の支払義務） 

第４９条の２ ＤＩＳＭ ＳＩＭ契約者は、料金月の末日が経過した時点にＤＩＳ通信サービスの提

供を受けていたときは、料金表第１表第８（電話リレーサービス料）に規定する電話リレー

サービス料の支払いを要します。 

２ 当社は、電話リレーサービス料の日割りは行わず、契約者回線の提供の開始があったとき

は当該月分のその料金を請求するものとします。 

３ ＤＩＳＭ ＳＩＭ契約者は、電話リレーサービス制度に係る負担金の変更があった場合に、

その変動に応じて当社が電話リレーサービス料を見直すことについて、あらかじめ同意する

ものとします。 

 

（窓口支払手数料の支払義務） 

第５０条 ＤＩＳ契約者は、当社が払込票（当社が指定する店舗において料金等を支払う際に必要

となる書面をいいます。以下同じとします。）を発行したときは、料金表第６（窓口支払手

数料）に規定する窓口支払手数料の支払いを要します。 

 

（督促手数料の支払義務） 

第５１条 ＤＩＳ契約者は、当社又は料金回収会社が督促通知（料金その他の債務の支払いを求め

る行為であって、当社が行う会員契約の解除の予告を伴うものをいいます。以下同じとしま

す。）を行った場合に、その支払期日を経過してもなお支払いがなかったときは、料金表第

表第７（督促手数料）に規定する督促手数料の支払いを要します。 

 

（工事費の支払義務） 

第５２条 ＤＩＳＭ ＳＩＭ契約者は、工事を要する請求をし、その承諾を受けたときは、料金等の

適用に規定する工事費の支払いを要します。ただし、その工事の着手前にその契約の解除又

はその請求の取消し（以下この条において「解除等」といいます。）があったときは、この

限りでありません。この場合、既にその工事費が支払われているときは、当社は、その工事

費を返還します。 

２ 工事の着手後完了前に解除等があった場合は、前項の規定にかかわらず、ＤＩＳＭ ＳＩＭ
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契約者は、その工事に関して解除等があったときまでに着手した工事の部分について、その

工事に要した費用を負担していただきます。この場合において、負担を要する費用の額は、

その費用の額に消費税相当額を加算した額とします。 

 

第３節 料金の計算及び支払 

 

（料金の計算方法等） 

第５３条 料金の計算方法並びに料金及び工事費の支払方法は、料金等の適用に定めるところによ

ります。 

 

（期限の利益喪失） 

第５４条 ＤＩＳＭ ＳＩＭ契約者は、次の各号に定める事由のいずれかが発生したときは、この約

款に基づく料金その他の債務の全てについて、当然に期限の利益を失い、当社に対して直ち

にその料金その他の債務を弁済しなければならないものとします。 

（１）ＤＩＳＭ ＳＩＭ契約者がその負担すべき債務の全部又は一部について不完全履行若

しくは履行遅滞に陥ったとき。 

（２）ＤＩＳＭ ＳＩＭ契約者について破産、会社更生手続開始又は民事再生手続開始その

他法令に基づく倒産処理手続の申立てがあったとき。 

（３）ＤＩＳＭ ＳＩＭ契約者に係る手形又は小切手が不渡りとなったとき。 

（４）ＤＩＳＭ ＳＩＭ契約者の資産について法令に基づく強制換価手続の申立てがあった

とき又は仮差押え、仮処分若しくは税等の滞納処分があったとき。 

（５）ＤＩＳＭ ＳＩＭ契約者の所在が不明であるとき。 

（６）ＤＩＳＭ ＳＩＭ契約者が預託金を預け入れないとき。 

（７）その他ＤＩＳＭ ＳＩＭ契約者が負担すべき債務の完全な履行を妨げる事情があると

認めるとき。 

２ ＤＩＳＭ ＳＩＭ契約者は、前項第２号から第４号に定める事由のいずれかが発生した場合

には、その事実を速やかにＤＩＳＭ ＳＩＭ通信サービスの契約事務を行うサービス取扱所

に通知していただきます。 

３ ＤＩＳＭ ＳＩＭ契約者は、本条第１項各号に定める事由のいずれかに該当した場合、当社

はこの約款に基づく料金その他の債務の全てについて回収代行会社を通じて請求することが

あること、ならびに、ＤＩＳＭ ＳＩＭ契約者に係る氏名、名称、住所若しくは居所、連絡

先の電話番号、メールアドレス及び請求書の送付先並びにその他債権の請求及び回収を行う

ために必要な情報を当社が各回収代行会社に提供することにつきあらかじめ同意するものと

します。 

 

第４節 預託金 

 

（預託金） 

第５５条 ＤＩＳＭ ＳＩＭ契約者は、次の場合には、ＤＩＳＭ ＳＩＭ通信サービスの利用に先立

って預託金を預け入れていただくことがあります。 

（１）ＤＩＳＭ ＳＩＭ契約の申し込みの承諾を受けたとき。 

（２）第２７条（利用停止）第１項第１号又は第４号の規定による利用停止を受けた後、そ

の利用停止が解除されるとき。 

２ 預託金の額は、１契約あたり１０万円以内で当社が別に定める額とします。 

３ 預託金については、無利息とします。 
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４ 当社は、そのＤＩＳＭ ＳＩＭ契約の解除等、預託金を預け入れた事由が解消した場合に

は、その契約に係る預託金を預け入れた者に返還します。 

５ 当社は、預託金を返還する場合に、ＤＩＳＭ ＳＩＭ契約者がその契約に基づき支払うべき

額があるときは、返還額をその額に充当します。 

 

（買い戻しによる預託金の充当） 

第５６条 当社又は、料金回収会社が請求した料金その他の債務について、ＤＩＳＭ ＳＩＭ契約者

が支払期日を経過してもなお支払わなかった場合であって、そのＤＩＳＭ ＳＩＭ契約者が

当社に預託金を預け入れているときは、その債権（その額が預託金よりも大きいときは、預

託金と同額分とします。）を料金回収会社から買い戻し、その額に預託金を充当することが

あります。 

 

第５節 割増金及び延滞利息 

 

（割増金） 

第５７条 ＤＩＳＭ ＳＩＭ契約者は、料金または工事費の支払いを不法に免れた場合は、その免れ

た額のほか、その免れた額（消費税相当額を加算しない額とします。）の２倍に相当する額

に消費税相当額を加算した額を割増金として、当社が指定する期日までに支払っていただき

ます。 

 

（遅滞利息） 

第５８条 ＤＩＳ ＳＩＭ契約者は、料金その他の債務（延滞利息を除きます。）について支払期日

を経過してもなお支払いがない場合には、支払期日の翌日から支払いの日の前日までの間の

当社が定める日数について年１４．５％の割合（年当たりの割合は、閏年の日を含む期間に

ついても、３６５日当たりの割合とします。）で計算して得た額を延滞利息として、当社が

指定する期日までに支払っていただきます。 
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第９章 保守 

 

（契約者の維持責任） 

第５９条 ＤＩＳＭ ＳＩＭ契約者は、端末設備または自営電気通信設備を、技術基準および技術的

条件（昭和６０年郵政省令第３１号）などに適合するよう維持していただきます。  

２ 前項の規定のほか、ＤＩＳＭ ＳＩＭ契約者は、端末設備（移動無線装置に限ります｡）ま

たは自営電気通信設備（移動無線装置に限ります｡）を、無線設備規則（昭和２５年電波監

理委員会規則第１８号）に適合するよう維持していただきます。 

 

（契約者の切分責任） 

第６０条 ＤＩＳＭ ＳＩＭ契約者は、端末設備または自営電気通信設備が契約者回線に接続されて

いる場合であって、契約者回線その他当社または携帯電話事業者の電気通信設備を利用する

ことができなくなったときは、その端末設備または自営電気通信設備に故障のないことを確

認のうえ、当社に修理の請求をしていただきます。  

２ 前項の確認に際して、ＤＩＳＭ ＳＩＭ契約者から要請があったときは、当社は、ＤＩＳＭ 

ＳＩＭ通信サービス取扱所において当社が別に定める方法により試験を行い、その結果をＤ

ＩＳＭ ＳＩＭ契約者に通知します。  

３ 当社は、前項の試験により当社または携帯電話事業者が提供した電気通信設備に故障がな

いと判定した場合において、契約者の請求により当社の係員を派遣した結果、故障の原因が

端末設備または自営電気通信設備にあったときはＤＩＳＭ ＳＩＭ契約者にその派遣に要し

た費用を負担していただきます。この場合において、負担を要する費用の額は、上記の費用

の額に消費税相当額を加算した額とします。 

 

（修理又は復旧の順位） 

第６１条 当社は、当社または携帯電話事業者の電気通信設備が故障し、または滅失した場合は、

速やかに修理し、または復旧するものとします。ただし、２４ 時間未満の修理または復旧

を保証するものではありません。  

２ 前項の場合において、当社は、当社の提供した電気通信設備が故障し、または滅失した場

合に、その全部を修理し、または復旧することができないときは、第３３条（通信利用の制

限等）の規定により優先的に取り扱われる通信を確保するため、次の順位に従ってその電気

通信設備を修理し、または復旧します。この場合において、第１順位および第２順位の電気

通信設備は、同条第１号の規定により当社がそれらの機関との協議により定めたものに限り

ます。 

 

順位 修理又は復旧する電気通信設備 

１ 

気象機関に設置されるもの 

水防機関に設置されるもの 

消防機関に設置されるもの 

災害救助機関に設置されるもの 

秩序の維持に直接関係がある機関に設置されるもの 

防衛に直接関係がある機関に設置されるもの 

海上の保安に直接関係がある機関に設置されるもの 

輸送の確保に直接関係がある機関に設置されるもの 

通信役務の提供に直接関係がある機関に設置されるもの 
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電力の確保に直接関係がある機関に設置されるもの 

２ 

ガスの確保に直接関係がある機関に設置されるもの 

水道の確保に直接関係がある機関に設置されるもの 

選挙管理機関に設置されるもの 

別記２に定める基準に該当する新聞社、放送事業者又は通信社の機関に設置され

るもの 

預貯金業務を行う金融機関に設置されるもの 

その他重要通信を取り扱う国又は地方公共団体の機関に設置されるもの（第１順

位となるものを除きます。） 

３ 第１順位及び第２順位に該当しないもの 

３ 携帯電話事業者の電気通信設備が故障し、または滅失した場合の修理または復旧の取り扱

いについては、該当する携帯電話事業者の特定事業者約款に準ずるものとします。 
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第１０章 付随サービス 

 

（付随サービス） 

第６２条 当社は、ＤＩＳＭ ＳＩＭ契約者にＤＩＳＭ ＳＩＭ通信サービスに係る付随サービスを

提供します。その取扱いについては、第６３条乃至第６５条に定めるところによります。 

 

（請求書の発行） 

第６３条 当社は、ＤＩＳＭ ＳＩＭ契約者から請求があったときは、当社が別に定めるところによ

り、書面により請求書（ＤＩＳＭ ＳＩＭ契約者がＤＩＳＭ ＳＩＭ契約に基づき支払いを要

する額を記載したものに限ります。）を発行します。ただし、そのＤＩＳＭ ＳＩＭ契約者が

ＤＩＳＭ ＳＩＭ契約を締結していない場合またはＤＩＳＭ ＳＩＭ通信サービスに係る料金

等の支払方法としてクレジットカード決済を指定している場合は、この限りでありません。 

２ ＤＩＳＭ ＳＩＭ契約者は、前項の請求をし、その承諾を受けたときは、料金等の適用に規

定する手数料の支払いを要します。 

３ ＤＩＳＭ ＳＩＭ契約者は、料金等の適用の規定によりＤＩＳＭ ＳＩＭ契約に係る料金等

の支払方法として銀行振込を指定したときは、同時に第１項の請求を行ったものとみなして

取り扱うことに同意していただきます。 

 

（支払証明書の発行） 

第６４条 当社は、ＤＩＳＭ ＳＩＭ契約者から請求があったときは、当社が別に定めるところによ

り、その支払証明書（そのＤＩＳＭ ＳＩＭ契約者に係る料金その他の債務が既に支払われ

た旨の証明書をいいます。以下同じとします。）を発行します。 

２ ＤＩＳＭ ＳＩＭ契約者は、前項の請求をし、その承諾を受けたときは、料金等の適用に規

定する手数料及び郵送料等の支払いを要します。 

 

（利用明細書の発行） 

第６５条 当社は、ＤＩＳＭ ＳＩＭ契約者から請求があったときは、当社が別に定めるところによ

り、その利用明細書（そのＤＩＳＭ ＳＩＭ契約者に係る料金の通知をいいます。以下同じ

とします。）を発行します。 

２ ＤＩＳＭ ＳＩＭ契約者は、前項の請求をし、その承諾を受けたときは、料金等の適用に規

定する手数料の支払いを要します。 
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第１１章 損害賠償 

 

（責任の制限） 

第６６条 当社は、ＤＩＳＭ ＳＩＭ通信サービスを提供すべき場合において、当社の責めに帰すべ

き理由によりその提供をしなかったときは、そのＤＩＳＭ ＳＩＭ通信サービスが全く利用

できない状態（そのＤＩＳＭ ＳＩＭ契約に係る電気通信設備による全ての通信に著しい支

障が生じ、全く利用できない状態と同程度の状態となる場合を含みます。以下この条におい

て同じとします。）にあることを当社が認知した時刻から起算して、２４時間以上その状態

が連続したときに限り、そのＤＩＳＭ ＳＩＭ契約者の損害を賠償します。 

２ 前項の場合において、当社は、ＤＩＳＭ ＳＩＭ通信サービスが全く利用できない状態にあ

ることを当社が認知した時刻以後のその状態が連続した時間（２４時間の倍数である部分に

限ります。）について、２４時間ごとに日数を計算し、その日数に対応するそのＤＩＳＭ Ｓ

ＩＭ通信サービスに係る次の料金の合計額を発生した損害とみなし、その額に限って賠償し

ます。 

（１）料金等の適用のうち、基本使用料として規定する料金 

（２）料金等の適用のうち、通信料として、規定する料金（ＤＩＳＭ ＳＩＭ通信サービスを

全く利用できない状態が連続した期間の初日の属する料金月の前６料金月の１日当たり

の平均データ通信料（前６料金月の実績を把握することが困難な場合には、当社が別に

定める方法により算出した額）により算出します｡） 

３ 前項の場合において、日数に対応する料金額の算定にあたっては、料金等の適用の規定に

準じて取り扱います。 

４ 当社は、ＤＩＳＭ ＳＩＭ通信サービスを提供すべき場合において、当社の故意又は重大な

過失によりその提供をしなかったときは、前３項の規定は適用しません。 

 

（免責） 

第６７条 当社は、電気通信設備の修理又は復旧等にあたって、その電気通信設備に記憶されてい

る内容が変化又は消失したことにより損害が生じた場合に、それが当社の故意又は重大な過

失により生じたものでないときは、その責任を負わないものとします。 

２ 当社は、ＤＩＳＭ ＳＩＭ通信サービスに係る技術仕様その他の提供条件の変更又は電気通

信設備の更改等に伴い、ＤＩＳＭ ＳＩＭ契約者が使用若しくは所有している端末機器の改造

または交換等を要することとなった場合であっても、その改造または交換等に要する費用に

ついては負担しません。 
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第１２章 雑則 

 

（承諾の限界） 

第６８条 当社は、ＤＩＳＭ ＳＩＭ契約者から工事その他の請求があった場合に、料金その他の債

務の支払いを現に怠り若しくは怠るおそれがあるとき又はその請求を承諾することが技術的

に困難なとき若しくは保守することが著しく困難であるときその他当社の業務の遂行上支障

があるときは、その請求を承諾しないことがあります。この場合は、その請求をしたＤＩＳ

Ｍ ＳＩＭ契約者にその理由を通知します。ただし、この約款に特段の定めがある場合は、

その定めるところによります。 

 

（無線事業における利用の禁止） 

第６９条 ＤＩＳＭ ＳＩＭ契約者は、この約款により提供を受ける契約者回線について、自ら又は

他の電気通信事業者が行う無線事業（事業法施行規則に定める公衆無線ＬＡＮアクセスサー

ビス、携帯電話又はＰＨＳに係る電気通信事業をいいます。以下同じとします。）の用に供

してはならないものとします。 

 

（利用に係る契約者の義務） 

第７０条 ＤＩＳＭ ＳＩＭ契約者は、次のことを守っていただきます。 

（１）端末設備（移動無線装置に限ります｡）または自営電気通信設備（移動無線装置に限

ります｡）を取りはずし、変更し、分解し、もしくは損壊し、またはその設備に線条その

他の導体を連絡しないこと。ただし、天災、事変その他の事態に際して保護する必要が

あるときまたは端末設備もしくは自営電気通信設備の接続もしくは保守のため必要があ

るときは、この限りでありません。 

（２）故意に契約者回線を保留したまま放置し、その他通信の伝送交換に妨害を与える行為

を行わないこと。 

（３）故意に多数の不完了呼を発生させる等、通信のふくそうを生じさせるおそれがある行

為を行わないこと。 

（４）端末設備若しくは自営電気通信設備又はＳＩＭカードに登録されている契約者識別番

号その他の情報を読み出しし、変更し、又は消去しないこと。 

（５）他人の著作権その他の権利を侵害する、公序良俗に反する、法令に反する、若しくは

他人の利益を害する態様でＤＩＳＭ ＳＩＭ通信サービスを利用し、又は他人に利用させ

ないこと。なお、別記３に定める禁止行為に抵触すると当社が判断した場合には、本項

の義務違反があったものとみなします。 

（６）位置情報（端末設備の所在に係る緯度及び経度の情報をいいます。以下同じとしま

す。）を取得することができる無線機器を契約者回線へ接続し、それを他人に所持させる

ときは、その所持者のプライバシーを侵害する事態が発生しないよう必要な措置を講じ

ること。 

（７）ＤＩＳＭ ＳＩＭ通信サービスを利用するために必要となる端末機器については、Ｄ

ＩＳＭ ＳＩＭ契約者が自己の費用と責任において維持すること。 

２ ＤＩＳＭ ＳＩＭ契約を通じて提供したＳＩＭカードによる通信は、すべてＤＩＳＭ ＳＩ

Ｍ契約者が利用したものであるとみなします。 

３ ＤＩＳＭ ＳＩＭ契約者は、前項各号の規定に違反して当社又は第三者に与えた損害につい

て、一切の責任を負っていただきます。 

４ ＤＩＳＭ ＳＩＭ契約者が第１項の規定に違反したと当社が認めたときは、その契約者回線
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の契約者識別番号及び契約者の義務に違反した旨等をそのＤＩＳＭ ＳＩＭ契約に係る携帯

電話事業者に通知することがあります。 

 

（電気通信事業者等への情報の通知） 

第７１条 ＤＩＳＭ ＳＩＭ契約者は、第１４条（契約者が行う契約の解除）又は第１５条（当社が

行う契約の解除）の規定に基づきＤＩＳＭ ＳＩＭ契約を解除した後、現に料金その他の債

務の支払いがない場合は、他の電気通信事業者からの請求に基づき、氏名、住所、電話番

号、生年月日及び支払状況等の情報（ＤＩＳＭ ＳＩＭ契約者を特定するために必要なもの

及び支払状況に関するものであって、当社が別に定めるものに限ります。）を当社が通知す

ることにあらかじめ同意するものとします。 

 

（契約者に係る情報の利用） 

第７２条 当社は、ＤＩＳＭ ＳＩＭ契約者に係る氏名若しくは名称、連絡先の電話番号、メールア

ドレス、住所若しくは居所又は請求書の送付先等の情報を、当社または協定事業者等の電気

通信サービスに係る契約の申し込み、契約の締結、工事、料金の適用又は料金の請求その他

の当社の契約約款等又は協定事業者等の契約約款等の規定に係る業務の遂行上必要な範囲で

利用します。なお、ＤＩＳＭ ＳＩＭ通信サービスの提供にあたり取得した個人情報の利用

目的は、当社が公開するプライバシーポリシーにおいて定めます。 

（注）業務の遂行上必要な範囲での利用には、ＤＩＳＭ ＳＩＭ契約者に係る情報を当社の業

務を委託している者に提供する場合を含みます。 

 

（発信者番号通知） 

第７３条 契約者回線からの通話モードまたはＳＭＳ（契約者識別番号を用いて文字、数字および

記号等からなるメッセージをいいます。以下同じとします｡）送信については、その契約者

回線の契約者識別番号を着信者の契約者回線又は相互接続協定に基づく相互接続点へ通知し

ます。 ただし、通話について発信者がこの取り扱いを拒む場合は、この限りでありませ

ん。 

 

（種類の変更） 

第７４条 ＤＩＳＭ ＳＩＭ契約者は、その利用するＤＩＳＭ ＳＩＭ通信サービスを料金表第１に

定めた料金種別は、相互間の変更はできません。 

 

（是正措置） 

第７５条 当社は、当社において、契約者が次のいずれかに該当すると認めた場合は、契約者に対

し、相当の期間を定め、当該行為の是正を求めることができるものとします。 

（１） 第７０条（利用に係る契約者の義務） 第１項の定めるいずれかの行為に該当するお

それのある行為。 

（２） 消費者保護を目的とする法令の趣旨に照らし、消費者の誤認あるいは混同を惹起す

るおそれのある行為。 

 

（不可抗力） 

第７６条 天災地変、戦争、暴動、内乱、法令の制定改廃、公権力による命令処分、労働争議、輸送

機関の事故、その他不可抗力により、ＤＩＳＭ ＳＩＭ契約の全部もしくは一部の履行の遅延

または不能を生じた場合には、当社はその責に任じません。 
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２ 前項の場合に、当該ＤＩＳＭ ＳＩＭ契約は履行不能となった部分については、消滅するも

のとします。 

 

（サービスの終了） 

第７７条 当社は、次の場合には、ＤＩＳＭ ＳＩＭ通信サービスを終了することがあります。  

（１）ＤＩＳＭ ＳＩＭ通信サービスを提供するための当社電気通信設備の劣化などによ

り、安定したＤＩＳＭ ＳＩＭ通信サービスの提供ができない、またはできなくなるおそ

れがあると当社が判断したとき。  

（２）当社が提供する他のサービスに伴い、ＤＩＳＭ ＳＩＭ通信サービスの必要性が著し

く低下したと当社が判断したとき。  

（３）経営上、技術上などの理由によりＤＩＳＭ ＳＩＭ通信サービスが適正かつ正常な提

供ができなくなりＤＩＳＭ ＳＩＭ通信サービスの運営が事実上不可能になったとき。  

（４）携帯電話事業者のサービスが終了したしとき、または当社と携帯電話事業者との契約

が終了したとき。 

（５）その他の理由でＤＩＳＭ ＳＩＭ通信サービスが提供できなくなったとき。  

２ 当社は、前項の規定によりＤＩＳＭ ＳＩＭ通信サービスを終了するときは、あらかじめそ

の理由、サービスを停止する時期などをＤＩＳＭ ＳＩＭ契約者に通知します。 

３ 当社は、その終了するＤＩＳＭ ＳＩＭ通信サービスをＤＩＳＭ ＳＩＭパッケージ（年額

版）でご利用中の場合、サービスを停止する日から本来の契約が終了する日までの残日数の

代替通信サービスの提供あるいは、残日数の通信料金に相当する金額を返金いたします。 

 

（法令に規定する事項） 

第７８条 ＤＩＳＭ ＳＩＭ通信サービスの提供又は利用にあたり、法令に定めがある事項について

は、その定めるところによります。 

 

（閲覧） 

第７９条 この約款において、別に定めることとしている事項については、当社は、閲覧に供しま

す。 

 

（合意管轄裁判所） 

第８０条 この約款に関する訴訟については、大阪地方裁判所を第一審の専属的合意管轄裁判所と

します。 

 

（準拠法） 

第８１条 この約款の成立、効力、解釈及び履行については、日本国法に準拠するものとします。 
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料金等の適用 

 

１ 料金等の設定 

当社が提供するＤＩＳＭ ＳＩＭ通信サービスの基本使用料、通信料、解除料、手続きに関する

料金、付帯サービス関する料金、ユニバーサルサービス料、電話リレーサービス料及び工事費に

関する料金は料金表に定めるほか、当社が別に定めるところによります。 

 

２ 料金の計算方法等 

（１）当社は、ＤＩＳＭ ＳＩＭ契約者がそのＤＩＳＭ ＳＩＭ契約に基づき支払う料金のう

ち、基本使用料、通信料、解除料、手続きに関する料金、付帯に関する料金、ユニバー

サルサービス料、電話リレーサービス料は、料金月に従って計算するものとします。た

だし、この約款の特段の規定に従って計算する場合のほか、当社が必要と認めるとき

は、当社が別に定める期間に従って随時に計算します。 

（２）当社は、業務の遂行上やむを得ない場合は、（１）の料金月の起算日を変更することがあ

ります。 

（３）料金の計算は、当社が別に定めに規定する税抜額（消費税相当額を加算しない額をいい

ます。以下同じとします。）により行います。ただし、料金を日割りする場合には、当社

が別に定めに規定する税込額に代えて、税抜額（消費税相当額を加算しない額をいいま

す。以下同じとします。）を日割りした額に消費税相当額を加算した額を適用します。 

 

３ 月額料金の日割り 

（１）当社は、次の場合が生じたときは、料金のうち月額で定める料金（以下「月額料金」と

いいます｡）をその利用日数に応じて日割りします。ただし、当社が別に定める月額料金

については、この限りでありません。 

（ア）その提供開始日又は提供終了日が料金月の起算日以外の日であったとき。 

（イ）その提供開始日と提供終了日が同一の料金月の起算日であったとき。 

（ウ）料金月の起算日以外の日に、基本使用料の額が増加又は減少したとき。この場合、

増加または減少後の基本使用料は、その増加又は減少のあった日から適用します。 

（エ）第４３条（基本使用料等の支払義務）第２項第３号の表の規定に該当するとき。 

（オ）第５３条（料金の計算方法等）の規定により料金月の起算日の変更があったとき。 

（２）第１項の規定による基本使用料の日割は、その料金月に含まれる日数により行います。

この場合において、第４３条（基本使用料等の支払い義務）第２項第３号の表に規定す

る料金の算定に当たっては、その日数計算の単位となる２４時間をその開始時刻が属す

る日とみなします。 

（３）（１）の（オ）の規定による基本使用料の日割は、変更後の料金月に含まれる日数により

行います。 

 

４ 料金等の支払い 

（１）ＤＩＳＭ ＳＩＭ契約者は、ＤＩＳＭ ＳＩＭ通信サービスに係る料金等の支払いについ

て、当社が定める期日までに、次の方法により当社が指定する金融機関等において支払

っていただきます。 

（ア）クレジットカード（ＶＩＳＡ、ＭＡＳＴＥＲ、ＪＣＢ、ＡＭＥＸが利用可能です） 

（イ）預金口座振替（金融機関との手続きが必要です） 

（ウ）請求書払い（審査の結果請求書払いをお受けできない場合があります） 
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（２）（１）の場合において、料金等は、支払期日の到来する順序に従って支払っていただきま

す。 

（３）当社は、ＤＩＳＭ ＳＩＭ通信サービスに係る料金等の支払いについて、次のいずれかに

該当したときは、払込票の発行あるいは指定銀行口座への振込依頼を行います。この場

合において、ＤＩＳＭ ＳＩＭ契約者は、（１）の規定により指定した支払方法にかかわ

らず、その払込票を使用してのお支 払あるいは指定口座への振り込みを行っていただき

ます。 

（ア）口座振替に係る金融機関等の手続きが完了する前に料金等の支払いを要するとき。 

（イ）口座振替による料金等の引き落としが２回連続で完了しなかったとき。 

（ウ）クレジットカード会社又は金融機関等によりＤＩＳ契約者の指定したクレジットカ

ード又は支払口座の利用が停止されたことを当社が知ったとき。 

（４）ＤＩＳＭ ＳＩＭ契約者は、クレジットカード支払いの場合の料金等の債権について、当

社がソフトバンク・ペイメント・サービス株式会社を通じて、各クレジット会社に譲渡

することを承諾 していただきます。 

（５）（４）の譲渡に関して、ＤＩＳＭ ＳＩＭ契約者は、あらかじめ次の内容について同意し

ていただきます。 

（ア）ＤＩＳＭ ＳＩＭ契約者に係る氏名、名称、住所若しくは居所、連絡先の電話番号及

び請求書の送付先並びにその他債権の請求及び回収を行うために必要な情報を当社

が各クレジット会社に提供すること。 

（イ）各クレジット会社が請求した債権について、その支払期日を経過してもなお支払い

がない場合に、各クレジット会社から当社へその旨の通知を受けること。 

（６）（４）の場合において、当社及び料金回収会社は、ＤＩＳＭ ＳＩＭ契約者への個別の通

知または譲渡承諾の請求を省略するものとします。 

 ※ソフトバンク・ペイメント・サービス株式会社の窓口等ではお支払いいただけませんのでご

注意下さい。 

 

５ 債権の買い戻し 

（１）当社は、４（料金等の支払い）の規定により譲渡した債権について、当社が必要と判断し

た場合には、各クレジット会社から債権の全部又は一部を買い戻して請求できるものとし

ます。 

（２）（１）の規定により債権を買い戻す場合には、当社および料金回収会社は、ＤＩＳＭ ＳＩ

Ｍ契約者への個別の通知または譲渡承諾の請求を省略するものとします。 

 

６ 料金等の請求 

当社及び料金回収会社は、第６３条（請求書の発行）に規定する場合、その他、当社または

料金回収会社が必要と判断した場合を除き、書面による請求書の発行を行いません。 

 

７ 料金の一括後払い 

当社は、当社に特別の事情がある場合は、ＤＩＳＭ ＳＩＭ契約者の承諾を得て、２か月以上

の料金を、当社が指定する期日までに、まとめて支払っていただくことがあります。 

 

８ 料金等の臨時減免 

（１）当社は、災害が発生し、又は発生するおそれがあるときは、この約款の規定にかかわら

ず、臨時に、その料金等を減免することがあります。 
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（２）当社は、（１）の規定により料金等の減免を行ったときは、当社の指定するホームページ

に掲示する等の方法により、そのことを周知します。 

 

９ 消費税相当額の加算 

ＤＩＳＭ ＳＩＭ通信サービスに係る支払いを要する料金又は工事に関する費用の額は、この

約款に規定する税抜額に基づき計算した額に消費税相当額を加算した額とします。なお、本条

により計算された支払いを要する額は、料金等適用に規定する税込額（消費税相当額を加算し

た額をいいます。以下同じとします。）に基づき計算した結果と異なる場合があります。 

 

１０ 延滞利息 

ＤＩＳＭ ＳＩＭ契約者は、料金その他の債務（延滞利息を除きます。）について支払期日を

経過してもなお支払いがない場合には、支払期日の翌日から支払いの日の前日までの日数につ

いて年１４．６％の割合（年当たりの割合は、閏年の日を含む期間についても、３６５ 日当た

りの割合とします。）で計算して得た額を延滞利息として、当社が指定する期日までに支払って

いただきます。 

 

１１ 端数処理 

当社は、料金その他の計算において、その計算結果に１円未満の端数が生じた場合は、その

端数を切り捨てます。ただし、この約款において特段の規定がある場合には、その規定により

ます。 

 

１２ 前受金 

当社は、料金または工事費について、ＤＩＳＭ ＳＩＭ契約者の要請があったときは、当社が

別に定める条件に従って、あらかじめ前受金を預かることがあります。 

 

１３ 基本使用料の適用 

基本使用料の適用については第４３条（基本使用料等の支払い義務）の規定によるほか、こ

の料金等の適用に規定するとおりとします。 

 

１４ 料金種別 

（１）当社は、当社が別に定める料金種別（以下「料金種別」といいます。）により、基本使用

料を適用します。 

（２）ＤＩＳＭ ＳＩＭ契約者は、ＤＩＳＭ ＳＩＭ通信サービスの利用に先立って、料金種別

のいずれかを選択していただきます。なお、ＤＩＳＭ ＳＩＭ契約の締結と同時に端末設

備を購入（当社が別に定める方法に限ります。）しないＤＩＳＭ ＳＩＭ契約者について

は、当社が別に定める料金種別に限り選択することができます。 

（３）当社は、料金種別に係る契約者回線について、ＤＩＳＭ ＳＩＭ契約者以外の者の用に供

され、それが業として行われるものまたは他人の通信を媒介するものと当社または携帯

電話事業者が認める場合は、あらかじめ料金種別を変更する日および変更する料金種別

をＤＩＳＭ ＳＩＭ契約者に通知のうえ、当社が指定する料金種別に変更します。この場

合においては、当社は、変更した料金種別を再計算し、既に支払済みの料金額との差額

を、ＤＩＳＭ ＳＩＭ契約者に請求します。 

 

１５ 付加機能使用料の適用 

付加機能使用料の適用については、第４３条（基本使用料等の支払い義務）の規定によるほか、
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この料金等の適用に規定するとおりとします。 

 

１６ 通信料の適用 

通信料の適用については、第４４条（通信料の支払い義務）の規定によるほか、この料金等

の適用に規定するとおりとします。 

 

１７ 通話の測定 

（１）（２）以外の通話に係る通話時間は、以下のとおり測定します。  

ア 通話時間は、双方の契約者回線等を接続して通話できる状態にした時刻から起算し、

発信者又は着信者による送受話器をかける等の通話終了の信号を受けてその通話をで

きない状態にした時刻までの経過時間とし、当社（携帯電話事業者を含みます。）の

機器により測定します。ただし、電話番号案内接続に係る通話に係る通話時間につい

ては、電話番号案内事業者の機器により測定します。  

イ 次の時間は、アの通話時間には含みません。  

（ア） 回線の故障等通話の発信者又は着信者の責任によらない理由により、通話の途

中に一時通話ができなかった時間  

（イ） 回線の故障等通話の発信者又は着信者の責任によらない理由により、通話を打

ち切ったときは、その通話に適用される料金表第２（通信料）に規定する秒数に

満たない端数の通話時間  

（２）ＳＭＳ機能を利用した文字メッセージの送信の回数は、当社（携帯電話事業者を含みま

す。）の電気通信設備において、当社が別に定めるところにより発信者の契約者回線から

ＳＭＳ機能を利用した文字メッセージの送信を示す情報を受信した回数とし、当社（携

帯電話事業者を含みます。）の機器により測定します。 

 

１８ データ通信の測定 

ＤＩＳＭ ＳＩＭ契約者が使用したデータ通信の情報量は、当社（携帯電話事業者を含みま

す。）の機器により測定します。 

 

１９ 料金種別の選択に伴う通信料の適用 

契約者回線から行った通信に関する料金の適用については、当社が別に定める料金種別に対応

する料金額を適用します。 

 

２０ 当社の機器の故障などにより通話料を正しく算定できなかった場合の取り扱い 

（１）過去１年間の実績を把握することができる場合  

機器の故障などにより正しく通話料が算定することができなかった日の初日（初日が確

定できなときにあっては、種々の事情を総合的に判断して機器の故障があったと認めら

れる日）を含む料金月の前１２料金月の各料金月における１日平均の通話料が最低とな

る値に算定できなかった期間の日数を乗じて得た額  

（２）（１）以外のとき 

把握可能な実績に基づいて当社が別に定める方法により算出した１日平均の通話料が最

低となる値に、算定できなかった期間の日数を乗じて得た額  

（３）（１）の場合において特別の事情があるときは、ＤＩＳＭ ＳＩＭ契約者と協議して、そ

の事情を参酌するものとします。 
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２１ 各種割引の適用 

当社は、ＤＩＳＭ ＳＩＭ契約者から届け出があったときは、その契約者回線に係る基本利用

料又はその契約者回線から行った通信に関する料金について、当社が別に定めるところにより

選択制による割引等を適用します。ただし、割引等の適用が技術的に困難であるとき又は当社

の業務の遂行上著しく支障があるときは、その割引等の適用に関するＤＩＳＭ ＳＩＭ契約者か

らの届け出を承諾しないことがあります。 

 

２２ 料金種別及び各種割引の変更など 

（１）ＤＩＳＭ ＳＩＭ契約者は、料金種別の変更または適用中の割引等の変更もしくは廃止を

行うときは、そのことをサービス取扱所に届け出ていただきます。 

（２）当社は、ＤＩＳＭ ＳＩＭ契約者が料金種別を変更したときは、適用中の割引等の変更又

は廃止を行うことがあります。 

 

２３ 解除料の適用 

解除料の適用については、第４５条（解除料の支払い義務）に規定するところによります。

ただし、当社が別に定める事由にＤＩＳＭ ＳＩＭ契約者が該当する場合は、解除料の支払いを

要しません。 

 

２４ 手続きに関する料金の適用 

手続きに関する料金の適用については、第４７条（手続きに関する料金の支払義務）に規定

するほか料金表に定めるところによります。 

 

 

２５ 工事費の適用 

工事費の適用については、第５０条（工事費の支払義務）に規定するほか、料金表に定める

ところによります。ただし、特別な作業を行う工事についての工事費の額は、別に算定する実

費とします。 

 

２６ ユニバーサルサービス料の適用 

ユニバーサルサービス料の適用については、第４９条（ユニバーサルサービス料の支払義

務）に規定するほか、料金表に定めるところによります。 

 

２７ 電話リレーサービス料の適用 

電話リレーサービス料の適用については、第４９条の２（電話リレーサービス料の支払義

務）に規定するほか、料金表に定めるところによります。 

 

２８ 付帯に関する料金の適用 

付帯に関する料金の適用については、第４８条（付帯に関する料金の支払義務）に規定する

ほか、料金表に定めるところによります。 

 

２９ 請求書の適用 

請求書の適用については、第６３条（請求書の発行）に規定するほか、料金表 第５付随サー

ビスに関する料金に定めるところによります。 

 

３０ 支払証明書の適用 
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支払証明書の適用については、第６４条（支払証明書の発行）に規定するほか、料金表 第５

付随サービスに関する料金に定めるところによります。 

 

３１ 利用明細書の適用 

利用明細書の適用については、第６５条（利用明細書の発行）に規定するほか、料金表 

第５付随サービスに関する料金に定めるところによります。 
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別表 

１ 付加機能 

（１）

ＳＭＳ

機能 

ア ＤＩＳＭ ＳＩＭ通信サービスの電話番号を使用して、文字メッセージの受信

または送信（当社が別に定める電気通信設備に蓄積する場合を含みます｡）を

行うことができる機能をいいます。 

イ ＳＭＳ送信に関する料金については、ＳＭＳ送信を通話とみなして、料金表

第２（通信料）１（適用）１－１通話に係るもの（３）を適用します。 

備考 １ 本機能を利用して行う文字メッセージの受信又は送信（当社が別に定

める電気通信設備との間の受信又は送信に限ります｡）については、

データ通信により行います。ただし、当社が別に定める場合は、この

限りでありません。 

２ 他社相互接続点（特定携帯電話事業者と携帯電話事業者以外の電気通

信事業者との相互接続に係るものに限ります。以下この欄において同

じとします。）との間で受信又は送信されるＳＭＳについては、その

携帯電話事業者以外の電気通信事業者が定めるところに従ってその形

式を変換する場合があります。 

３ 他社相互接続点へのＳＭＳ送信については、その協定事業者の定める

ところにより行えない場合があります。 

４ ＤＩＳＭ ＳＩＭ契約者は、その契約者回線の電話番号を通知しない

場合、本機能を利用してＳＭＳを送信することはできません。 

５ 当社は、本機能を利用した場合に生じたＳＭＳ等の破損若しくは滅失

による損害又は知り得た情報等に起因する損害については、その原因

の如何によらず一切の責任を負わないものとします。 

６ 蓄積したＳＭＳは、当社が別に定める時間経過後、消去します。 

７ 機能の利用の中止等があったときは、蓄積されているメッセージデー

タが消去されることがあります。この場合、消去されたメッセージデ

ータの復元はできません。 

８ 本機能は第１８条（付加機能の廃止）（２）及び第２０条 （地位の

承継があった場合の取り扱い）は適用となりません。 

９ 本機能において、その他提供条件については当社が別に定めるところ

によります。 

ア ＤＩＳＭ ＫＤＤＩに係る内容 

（１）その日において本機能を利用して行った文字メッセージの送信の

回数が、２００ 回を超えたことを当社が確認した場合、それ以降そ

の日においてその契約者回線から本機能を利用した文字メッセージ

の送信を行うことはできません。 

（２）（１）に定める回数を超えて文字メッセージの送信が行われた場

合であっても、ＤＩＳＭ ＳＩＭ契約者は、その料金の支払いを要し

ます。 

（３）本機能を利用して受信又は送信されるＳＭＳについては、そのＳ

ＭＳ長又はその契約者回線に接続している移動無線装置の種類に応

じて、分割して受信又は送信されることがあります。 

（４）（３）に定める場合において、そのＳＭＳの受信又は送信は、１
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の受信又は送信として取り扱います。ただし、当社が別に定める移

動無線装置を利用したＳＭＳの受信又は送信は、分割後の文字メッ

セージ数の受信又は送信として取り扱います。 

（５）ＤＩＳＭ ＳＩＭ契約者は、当社が別に定める方法により、次の

ＳＭＳの受信を行わないようにすることができます。 

① 他社相互接続点からのＳＭＳ 

② 国際ＳＭＳ 

イ ＤＩＳＭ ＳＢＭに係る内容 

（１）ＤＩＳＭ ＳＢＭはメッセージデータ機能、蓄積通知機能、メッ

セージデータ変換機能、国際メッセージデータ変換機能、迷惑メー

ル防止機能、なりすまし電子メール着信拒否機能、ＵＲＬ付電子メ

ール配信拒否機能及び指定受信拒否機能は利用できません。 

ウ ＤＩＳＭ ＪＣＩに係る内容 

（１）ＤＩＳＭ ＪＣＩはメッセージデータ機能、蓄積通知機能、メッ

セージデータ変換機能、国際メッセージデータ変換機能、迷惑メー

ル防止機能、なりすまし電子メール着信拒否機能、ＵＲＬ付電子メ

ール配信拒否機能及び指定受信拒否機能は利用できません。 

エ ＤＩＳＭ ＩＩＪに係る内容 

（１）ＤＩＳＭ ＩＩＪは料金表第 1－1（適用）－（３）（基本使用料の

料金種別の選択）－ア（２）係る料金種別が年額のサービスはメッ

セージデータ機能、蓄積通知機能、メッセージデータ変換機能、国

際メッセージデータ変換機能、迷惑メール防止機能、なりすまし電

子メール着信拒否機能、ＵＲＬ付電子メール配信拒否機能及び指定

受信拒否機能は利用できません。 

オ ＤＩＳＭ ＵＭに係る内容 

（１）別に定める「ＤＩＳｍｏｂｉｌｅ Ｐｏｗｅｒｅｄ ｂｙ Ｕ－ｍ

ｏｂｉｌｅサービス約款に従う。 

ＵＲＬ：

https://www.dismobile.jp/agreement/pdf/umobile_yakkan.pdf 

カ ＤＩＳＭ ｅＳＩＭ ＭＮＥＴＳに係る内容 

（１） ＤＩＳＭ ｅＳＩＭ ＭＮＥＴＳはメッセージデータ機能、蓄積

通知機能、メッセージデータ変換機能、国際メッセージデータ

変換機能、迷惑メール防止機能、なりすまし電子メール着信拒

否機能、URL 付電子メール配信拒否機能及び指定受信拒否機能は

利用できません。 

（２）

テザリ

ング利

用機能 

ア 当社が別に定める方法により、移動無線装置を他の電気通信設備に接続して

行うデータ通信であって、当社が移動無線装置内に指定した接続先との間のデ

ータ通信を行うことができる機能をいいます。 

イ データ通信は料金表第２（通信料）１（適用）１－１データ通信に係るもの

（４）を適用します。 

備考 （１） ＤＩＳＭ ＳＩＭ通信サービスの契約者回線に限り提供します。 

（２） 当社は、この機能の利用に関して、インターネットに係る 電気通

信設備（当社が設置するものを除きます｡）の通信の品質を保証しま
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せん。 

（３） 当社は、この機能を利用した場合に生じた情報等の破損若 しくは

滅失等による損害又は知り得た情報等に起因する損害に ついては、

当社の故意又は重大な過失による場合を除き、その責任を負わないも

のとします。 

（４）本機能は第１８条（付加機能の廃止）（２）及び第２０条 （地位

の承継があった場合の取り扱い）は適用となりません。 

（５） この機能に関するその他の提供条件については、当社が別に定め

るところによります。 
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別記 
１ 端末設備および自営電気通信設備が適合すべき技術基準等 

技術基準等 

端末設備規則（昭和６０年郵政省令第３１号） 

 

２ 新聞社等の基準 

区分 基準 

１ 新聞社 次の基準のすべてを備えた日刊新聞紙を発行する新聞社 

（１）政治、経済、文化その他公共的な事項を報道し、又は論議することを

目的として、あまねく発売されること。 

（２）発行部数が、１の題号について８,０００部以上であること。 

２ 放送事業

者 

放送法（昭和２５年法律第１３２号）第２条に定める放送事業者及び有線テ

レビジョン放送法（昭和４７年法律第１１４号）第２条に定める有線テレビ

ジョン放送施設者であって自主放送を行う者 

３ 通信社 新聞社又は放送事業者等にニュース（（１）欄の基準のすべてを備えた日刊新

聞紙に掲載し、又は放送事業者等が放送をするためのニュース又は情報（広

告を除きます。）をいいます。）を供給することを主な目的とする通信社 

 

３ 契約者の禁止行為 

（１）当社若しくは他人の電気通信設備等の利用若しくは運営に支障を与える行為又はそのおそ

れのある行為 

（２）他人に無断で広告、宣伝若しくは勧誘の文書等を送信又は記載する行為 

（３）他人が嫌悪感を抱く、又はそのおそれのある文書等を送信、記載若しくは掲載する行為 

（４）他人になりすまして各種サービスを利用する行為 

（５）他人の知的財産権（特許権、実用新案、著作権、意匠権、商標権等）その他の権利を侵害

する行為又はそのおそれのある行為 

（６）他人の財産、プライバシー若しくは肖像権を侵害する行為又はそのおそれのある行為 

（７）他人を差別し、誹謗中傷し、又はその名誉若しくは信用を毀損する行為 

（８）猥褻、児童虐待若しくは児童ポルノ等児童及び青少年に悪影響を及ぼす画像、音声、文字

又は文書等を送信、記載又は掲載する行為 

（９）無限連鎖講（ネズミ講）若しくは連鎖販売取引（マルチ商法）等を開設し、又はこれを勧

誘する行為 

（１０）インターネット接続サービスにより利用しうる情報を改ざんし、又は消去する行為 

（１１）有害なコンピュータープログラム等を送信し、又は掲載する行為 

（１２）売春、暴力、残虐等公序良俗に違反し、又は他人に不利益を与える行為 

（１３）他人を欺き錯誤等に陥れ、他人のＩＤ、パスワード又はその他の情報等を取得する行為

又は取得する恐れのある行為 

（１４）犯罪行為またはそれを誘発もしくは扇動する行為 

（１５）その他法令に違反する行為 

（１６）（１）から（１５）までの規定のいずれかに該当するコンテンツへのアクセスを助長す

る行為 

（１７）特定事業者約款で禁止されている行為 

（１８）その他、当社が不適切と判断する行為 
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（１９）ＤＩＳＭ ＳＩＭ契約者は、契約者回線をＤＩＳＭ ＳＩＭ契約者以外の者に再販売もし

くは提供することはできません。 

 

４ 当社の維持責任 

当社は、当社の設置した電気通信設備を事業用電気通信設備規則（昭和６０年郵政省令第３０

号）に適合するよう維持します。 

 

５ 端末設備に異常がある場合などの検査 

（１）当社は、契約者回線に接続されている端末設備に異常がある場合その他電気通信サービス

の円滑な提供に支障がある場合において必要があるときは、ＤＩＳＭ ＳＩＭ契約者に、そ

の端末設備の接続が技術基準などに適合するかどうかの検査を受けることを求めることが

あります。この場合、ＤＩＳＭ ＳＩＭ契約者は、正当な理由がある場合その他電気通信事

業法施行規則（昭和６０年郵政省令第２５号。以下「事業法施行規則」といいます。）第３

２条第２項で定める場合を除き、検査を受けることを承諾していただきます。 

（２）当社の係員は、（１）の検査を行う場合、所定の証明書を提示します。 

（３）ＤＩＳＭ ＳＩＭ契約者は、（１）の検査を行った結果、端末設備が技術基準等に適合して

いると認められないときは、契約者回線へのその端末設備の接続を取りやめていただきま

す。 

 

６ 自営電気通信設備に異常がある場合などの検査 

契約者回線に接続されている自営電気通信設備に異常がある場合その他電気通信サービスの円

滑な提供に支障がある場合の検査については、別記５の規定に準じて取り扱います。 

 

７ 端末設備の電波発射の停止命令があった場合の取り扱い 

（１）ＤＩＳＭ ＳＩＭ契約者は、契約者回線に接続されている端末設備（移動無線装置に限り

ます。以下この別記７において同じとします｡）について、電波法（昭和２５年法律第１３

１号）の規定に基づき、当社が、総務大臣から臨時に電波発射の停止を命ぜられたとき

は、その端末設備の使用を停止して、無線設備規則（昭和２５年電波監理委員会規則第１

８号）に適合するよう修理などを行っていただきます。 

（２）当社は、（１）の修理などが完了したときは、電波法の規定に基づく検査などを受けるも

のとし、ＤＩＳＭ ＳＩＭ契約者は、正当な理由がある場合を除き、そのことを承諾してい

ただきます。 

（３）ＤＩＳＭ ＳＩＭ契約者は、（２）の検査などの結果、端末設備が無線設備規則に適合して

いると認められないときは、契約者回線へのその端末設備の接続を取りやめていただきま

す。 
 

８ 端末設備の電波法に基づく検査 

別記７に規定する検査のほか、端末設備（移動無線装置に限ります｡）の電波法に基づく検査を

受ける場合の取り扱いについては、別記７の（２）および（３）の規定に準ずるものとします。 

 

９ 自営電気通信設備の電波発射の停止命令があった場合の取り扱い 

自営電気通信設備（移動無線装置に限ります｡）について、臨時に電波発射の停止命令があった

場合の取り扱いについては、別記７の規定に準ずるものとします。 
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１０ 自営電気通信設備の電波法に基づく検査 

自営電気通信設備（移動無線装置に限ります｡）の電波法に基づく検査を受ける場合の取り扱い

については、別記８の規定に準ずるものとします。 

 

１１ 自営端末機器の接続 

（１）ＤＩＳＭ ＳＩＭ契約者は、その契約者回線に、又はその契約者回線に接続されている電

気通信設備を介して、自営端末機器（ＤＩＳＭ ＳＩＭ通信サービスの契約者回線に接続す

ることができるものに限ります。以下この別記１１において同じとします｡）を接続すると

きは、当社所定の書面により、当社が別に定めるサービス取扱所にその接続の請求をして

いただきます。  

（２）当社は、（１）の請求があったときは、次の場合を除き、その請求を承諾します。 

ア その接続が別記１の技術基準等に適合しないとき。 

イ その接続が事業法施行規則第３１条で定める場合に該当するとき。 

（３）当社は、（２）の請求の承諾に当たっては、次の場合を除き、その接続が（２）アの技術

基準等に適合するかどうかの検査を行います。 

ア 事業法第５３条第１項に規定する技術基準適合認定を受けた端末機器を接続すると

き。 

イ 事業法施行規則第３２条第１項で定める場合に該当するとき。 

（４）当社の係員は、（３）の検査を行う場合、所定の証明書を提示します。 

（５）ＤＩＳＭ ＳＩＭ契約者が、その端末設備を変更したときについても、（１）から（４）ま

での規定に準じて取り扱います。 

（６）ＤＩＳＭ ＳＩＭ契約者は、その契約者回線への端末設備の接続を取りやめたときは、そ

のことを当社が別に定めるサービス取扱所に通知していただきます。 

 

１２ 自営電気通信設備の接続 

（１）ＤＩＳＭ ＳＩＭ契約者は、その契約者回線に、又はその契約者回線に接続されている電

気通信設備を介して、自営電気通信設備（移動無線装置にあっては、ＤＩＳＭ ＳＩＭ通信

サービスの契約者回線に接続することができるものに限ります。以下この別記１２におい

て同じとします。）を接続するときは、当社所定の書面により、当社が別に定めるサービス

取扱所にその接続の請求をしていただきます。 

（２）当社は、（１）の請求があったときは、次の場合を除き、その請求を承諾します。 

ア その接続が別記１の技術基準等に適合しないとき。 

イ その接続により当社または携帯電話事業者の電気通信回線設備の保持が経営上困難

となることについて、総務大臣の認定を受けたとき。 

（３）当社は、（２）の請求の承諾に当たっては、事業法施行規則第３２条第１項で定める場合

に該当するときを除き、その接続が技術基準等に適合するかどうかの検査を行います。 

（４）当社の係員は、（３）の検査を行う場合、所定の証明書を提示します。 

（５）契約者が、その自営電気通信設備を変更したときについても、（１）から（４）までの規

定に準じて取り扱います。 

（６）契約者は、その契約者回線への自営電気通信設備の接続を取りやめたときは、そのことを

当社が別に定めるサービス取扱所に通知していただきます。 

 

１３ 検査などのための端末設備の持込み 

ＤＩＳＭ ＳＩＭ契約者は、次の場合には、その端末設備（移動無線装置に限ります。）もしく
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は自営電気通信設備（移動無線装置に限ります。）を、当社が指定した期日にＤＩＳＭ ＳＩＭ

通信サービス取扱所または当社が指定する場所へ持ち込んでいただきます。  

（１）別記５または１２の規定に基づく端末設備の検査を受けるとき。  

（２）電波法に基づく端末設備または自営電気通信設備の検査を受けるとき。 

 

１４ 各クレジット会社 

各クレジット会社 

１ 株式会社ジェーシービー（以下ＪＣＢといいます。）又は同社の提携する会社若しくは

組織が、ＪＣＢの定めるところにより発行するクレジットカード 

２ ビザ・ジャパン協会に加盟する会社又は組織が、ＶＩＳＡ International Service 

Association（以下ＶＩＳＡといいます。）の定めるところにより発行するクレジットカー

ド 

３ オムニカード協会に加盟する会社又は組織が、Master Card International 

Incorporated（以下マスターカードといいます。）の定めるところにより発行するクレジッ

トカード 

４ ユーシーカード株式会社又は同社の提携する会社若しくは組織が、ＶＩＳＡ又はマスタ

ーカードの定めるところにより発行するクレジットカード 

５ American Express International Incorporated （以下ＡＭＥＸといいます。）又は同

社がその決済を代行する会社若しくは組織が、ＡＭＥＸの定めるところにより国内で発行

するクレジットカード 

６ 株式会社クレディセゾン又は同社がその決済を代行する会社若しくは組織が、ＶＩＳＡ

又はマスターカードの定めるところにより発行するクレジットカード 

 

１５ 電話番号案内 

当社は、別に定める電話番号案内事業者が提供する電話番号案内への接続（以下「電話番号案

内接続」といいます｡）により電話番号を案内します。ただし、電話帳への掲載を省略されてい

るものについては、この限りでありません。 

 

１６ 電話番号案内接続に係る通話料の支払義務等 

（１）電話番号案内接続に係る通話を行った契約者回線の契約者は、料金表第２（通信料）に規

定する電話番号案内料および電話番号案内接続に係る通話料の支払いを要します。 

（２）当社は、電話番号案内料を通話料とみなして取り扱います。 

 

１７ ＤＩＳＭ ＳＩＭ通信サービスの利用の一時中断 

当社は、ＤＩＳＭ ＳＩＭ契約者から当社所定の方法により請求があったときは、ＤＩＳＭ Ｓ

ＩＭ通信サービスの利用の一時中断（その契約者識別番号を他に転用することなくＤＩＳＭ Ｓ

ＩＭ通信サービスを一時的に利用できないようにすることをいいます。以下同じとします。）を

行います。 
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料金表 
 

第１ 基本使用料 

１ 適用 

基本使用料の適用については、第４２条（料金及び工事に関する費用）及び第４３条（基本使

用料等の支払義務）の規定によるほか、次のとおりとします。 

（１）Ｄ

ＩＳＭ Ｓ

ＩＭ通信

サービス

の種類 

ア ＤＩＳＭ ＳＩＭ通信サービスは次の種類があります。 

基本使用

料の種類 

内容 

ＤＩＳＭ 

ＳＢＭ 

ソフトバンク株式会社の電気通信回線を利用した電気通信サー

ビス 

ＤＩＳＭ 

ＫＤＤＩ 

ＫＤＤＩ株式会社の電気通信回線を利用した電気通信サービス 

ＤＩＳＭ 

ＪＣＩ 

日本通信株式会社の電気通信回線を利用した電気通信サービス 

ＤＩＳＭ 

ＩＩＪ 

株式会社インターネットイニシアティブの電気通信回線を利用

した電気通信サービス 

ＤＩＳＭ 

ＵＭ 

株式会社Ｕ－ＮＥＸＴの電気通信回線を利用した電気通信サー

ビス。別に定める「ＤＩＳｍｏｂｉｌｅ Ｐｏｗｅｒｅｄ ｂｙ 

Ｕ－ｍｏｂｉｌｅサービス約款に従う。ＵＲＬ：

https://www.dismobile.jp/agreement/pdf/umobile_yakkan.pdf 

  

ＤＩＳＭ 

ｅＳＩＭ 

ＭＮＥＴＳ 

丸紅ネットワークソリューションズ株式会社の電気通信回線を

利用した電気通信サービス 

（１） ＤＩＳＭ ＳＢＭには、次のタイプがあります。 

タイプ 内容 

デュアルタイプ 通話およびデータ通信が利用可能なもの 

シングルタイプ データ通信のみ利用可能なもの 

（２） ＤＩＳＭ ＫＤＤＩには、次のタイプがあります。 

タイプ 内容 

シングルタイプ データ通信のみ利用可能なもの 

（３） ＤＩＳＭ ＪＣＩには、次のタイプがあります。 

タイプ 内容 

デュアルタイプ 通話およびデータ通信が利用可能なもの 

シングルタイプ データ通信のみ利用可能なもの 

（４） ＤＩＳＭ ＩＩＪには、次のタイプがあります。 

タイプ 内容 

シングルタイプ データ通信のみ利用可能なもの 

（５） ＤＩＳＭ ｅＳＩＭ ＭＮＥＴＳには、次のタイプがあります。 

タイプ 内容 

シングルタイプ データ通信のみ利用可能なもの 

イ ＤＩＳＭ ＳＩＭ契約者は、アに規定するＤＩＳＭ ＳＩＭ通信サービス
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の種類・タイプについては、そのＤＩＳＭ ＳＩＭ契約の申込みと同時に料

金表第１（基本使用料）１（適用）（３）の中から選択していただきま

す。 

（２）Ｄ

ＩＳＭ Ｓ

ＩＭ通信

サービス

の基本使

用料の適

用 

ア 当社は、２（料金額）に規定する料金種別の基本データ容量により基本

使用料を適用します。 

イ 基本データ容量とは当社が料金表第２（通信料）に定める通信の帯域の

制限を受けずに利用可能な通信量をいいます。ただし、その通信の帯域

の制限が、第３４条（通信の利用を制限する措置）第３項に規定する制

限の場合は、この限りではありません。 

イ ＤＩＳＭ ＳＩＭ契約者は、利用に先立って基本データ容量のいずれかを

選択いただきます。 

ウ ＤＩＳＭ ＳＩＭ契約者は、その利用するＤＩＳＭ ＳＩＭ通信サービス

の種類又はデュアルタイプ、シングルタイプへの相互間の変更をするこ

とはできません。 

エ ＤＩＳＭ ＳＩＭ契約者は、その利用するＤＩＳＭ ＳＩＭ通信サービス

の料金種別の相互間の変更をすることはできません。 

（３）基

本使用料

の料金種

別の選択 

ア 基本使用料には、ＤＩＳＭ ＳＩＭ通信サービスの種類及びタイプに応じ

て、次の料金種別があります。 

（１）デュアルタイプに係るもの 

基本使用料の種類 料金種別 月間基本データ容量 

ＤＩＳＭ ＳＢＭ 

音声＋Ｄ５Ｇ月額 ５ＧＢ 

音声＋Ｄ２０Ｇ月額 ２０ＧＢ 

音声＋Ｄ５Ｇ年額 ５ＧＢ 

ＤＩＳＭ ＪＣＩ 

ＰＨＯＮＥ＋ＤＡＴＡ

０３月額 

３ＧＢ 

ＰＨＯＮＥ＋ＤＡＴＡ

１０月額 

１０ＧＢ 

ＤｉＳＭ ＪＣＩ Ｐ

ＨＯＮＥ＋ＤＡＴＡ２

５月額 

２５ＧＢ 

（２）シングルタイプに係るもの 

基本使用料の種類 料金種別 月間基本データ容量 

ＤＩＳＭ ＳＢＭ 

データ ５ＧＢ月額 ５ＧＢ 

データ ５ＧＢ年額額 ５ＧＢ 

データ ２０ＧＢ月額 ２０ＧＢ 

データ ２０ＧＢ年額 ２０ＧＢ 

データ ５０ＧＢ年額 ５０ＧＢ 

ＤＩＳＭ ＫＤＤＩ 

データ ３ＧＢ年額 ３ＧＢ 

データ ３ＧＢ月額 ３ＧＢ 

データ ５ＧＢ年額 ５ＧＢ 

データ ５ＧＢ年額 ５ＧＢ 

データ ７ＧＢ月額 ７ＧＢ 

データ ７ＧＢ年額 ７ＧＢ 



［ＤＩＳＭ ＳＩＭ通信サービス基本約款 -46- ］ 

 

データ ２０ＧＢ月額 ２０ＧＢ 

ＤＩＳＭ ＫＤＤＩ 

データ ２０ＧＢ年額 ２０ＧＢ 

データ ５０ＧＢ月額 ５０ＧＢ 

データ ５０ＧＢ年額 ５０ＧＢ 

ＤＩＳＭ ＪＣＩ 

データ ３ＧＢ月額 ３ＧＢ 

データ ３ＧＢ年額 ３ＧＢ 

データ １０ＧＢ月額 １０ＧＢ 

データ １０ＧＢ年額 １０ＧＢ 

データ２５ＧＢ月額 ２５ＧＢ 

データ２５ＧＢ年額 ２５ＧＢ 

データ使い放題（低速

版）年額 

制限なし 

ＤＩＳＭ ＩＩＪ 

データ １ＧＢ年額 １ＧＢ 

データ ３ＧＢ年額 ３ＧＢ 

データ ５ＧＢ年額 ５ＧＢ 

データ １０ＧＢ年額 １０ＧＢ 

データ ２０ＧＢ年額 ２０ＧＢ 

ＤＩＳＭ ｅＳＩＭ 

ＭＮＥＴＳ 

データ ５ＧＢ年額 ５ＧＢ 

データ １０ＧＢ年額 １０ＧＢ 

データ ３０ＧＢ年額 ３０ＧＢ 

データ ５０ＧＢ年額 ５０ＧＢ 

イ ＤＩＳＭ ＳＩＭ契約者は、ＤＩＳＭ ＳＩＭ契約の申込みに際して、基

本使用料の料金種別を選択していただきます。 

ウ ＤＩＳ ＳＩＭ契約者は基本使用料の料金種別で年額を選択する場合

は、予めＤＩＳ ｍｏｂｉｌｅパッケージを購入いただきます。 

 

２ 料金額 

（１） デュアルタイプに係るもの料金表の()内の金額は消費税込の金額） 

基本使用料の種類 料金種別 単位 基本使用料金額 

ＤＩＳＭ ＳＢＭ 

音声＋Ｄ５Ｇ月額 １契約回線毎に月額 
３，６８０円 

(４，０４８円) 

音声＋Ｄ２０Ｇ月額 １契約回線毎に１年額 
４，６８０円 

(５，１４８円) 

音声＋Ｄ５Ｇ年額 １契約回線毎に１年額 オープン 

音声＋Ｄ５ＧＢ年額について、基本使用料金額はオープンプライス

となります。 

ＤＩＳＭ ＪＣＩ 

ＰＨＯＮＥ＋ＤＡＴＡ

０３月額 
１契約回線毎に月額 

１，６９０円 

（１，８５９円） 

ＰＨＯＮＥ＋ＤＡＴＡ

１０月額 
１契約回線毎に月額 

２，４００円 

（２，６４０円） 

ＰＨＯＮＥ＋ＤＡＴＡ

２５月額 
１契約回線毎に月額 

３，０８０円 

（３，３８８円） 
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（２） シングルタイプに係るもの 

基本使用料の種類 料金種別 単位 
基本使用料金額

（消費税込額） 

ＤＩＳＭ ＳＢＭ 

データ ５ＧＢＢ月額 １契約回線毎に月額 
１，６８０円 

(１，８４８円) 

データ ２０ＧＢ月額 １契約回線毎に月額 
２，９８０円 

(３，２７８円) 

データ５ＧＢ年額 
１契約回線毎に１年額 オープン 

１契約回線毎に２年額 オープン 

データ ２０ＧＢ年額 
１契約回線毎に１年額 オープン 

１契約回線毎に２年額 オープン 

データ ５０ＧＢ年額 
１契約回線毎に１年額 オープン 

１契約回線毎に２年額 オープン 

データ５ＧＢ年額、データ２０ＧＢ年額、データ５０ＧＢ年額につ

いて、基本使用料金額はオープンプライスとなります。 

ＤＩＳＭ ＫＤＤＩ 

データ ３ＧＢ月額 １契約回線毎に月額 
９８０円 

(１，０７８円) 

データ ３ＧＢ年額 
１契約回線毎に１年額 オープン 

１契約回線毎に２年額 オープン 

データ ５ＧＢ月額 １契約回線毎に月額 
１，２８０円 

（１，４０８円) 

データ ５ＧＢ年額 
１契約回線毎に１年額 オープン 

１契約回線毎に２年額 オープン 

データ ７ＧＢ月額 １契約回線毎に１年額 
１，６８０円 

(１，８４８円) 

データ ７ＧＢ年額 
１契約回線毎に１年額 オープン 

１契約回線毎に２年額 オープン 

データ ２０ＧＢ月額 １契約回線毎に月額 
２，２８０円 

(２，５０８円) 

データ ２０ＧＢ年額 

１契約回線毎に１年額 オープン 

１契約回線毎に２年額 オープン 

１契約回線毎に５年額 オープン 

データ ５０ＧＢ月額 １契約回線毎に月額 
３，４８０円 

(３，８２８円) 

データ ５０ＧＢ年額 
１契約回線毎に１年額 オープン 

１契約回線毎に２年額 オープン 

データ３ＧＢ年額、データ５ＧＢ年額、データ７ＧＢ年額、データ

２０ＧＢ年額、データ５０ＧＢ年額について、基本使用料金額はオ

ープンプライスとなります。 

ＤＩＳＭ ＪＣＩ データ ３ＧＢ年額 １契約回線毎に１年額 オープン 
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１契約回線毎に２年額 オープン 

データ １０ＧＢ年額 
１契約回線毎に１年額 オープン 

１契約回線毎に２年額 オープン 

データ ２５ＧＢ年額 
１契約回線毎に１年額 オープン 

１契約回線毎に２年額 オープン 

データ使い放題 

（低速版）年額 

１契約回線毎に１年額 オープン 

１契約回線毎に２年額 オープン 

データ３ＧＢ年額、データ１０ＧＢ年額、データ２５ＧＢ年額、デー

タ使い放題（低速版）年額について、基本使用料金額はオープンプラ

イスとなります。 

ＤＩＳＭ ＩＩＪ 

データ １ＧＢ年額 １契約回線毎に１年額 オープン 

データ １ＧＢ年額 

（固定IP付） 
１契約回線毎に１年額 オープン 

データ ３ＧＢ年額 １契約回線毎に１年額 オープン 

データ ３ＧＢ年額 

（固定IP付） 
１契約回線毎に１年額 オープン 

データ ５ＧＢ年額 １契約回線毎に１年額 オープン 

データ ５ＧＢ年額 

（固定IP付） 
１契約回線毎に１年額 オープン 

データ １０ＧＢ年額 １契約回線毎に１年額 オープン 

データ １０ＧＢ年額 

（固定IP付） 
１契約回線毎に１年額 オープン 

データ ２０ＧＢ年額 １契約回線毎に１年額 オープン 

データ ２０ＧＢ年額 

（固定IP付） 
１契約回線毎に１年額 オープン 

データ１ＧＢ年額、データ３ＧＢ年額、データ５ＧＢ年額、データ１

０ＧＢ、データ２０ＧＢ及び各料金種別に固定ＩＰを付与したものに

ついて、基本使用料金額はオープンプライスとなります。 

ＤＩＳＭ ｅＳＩＭ 

ＭＮＥＴＳ 

データ５ＧＢ １契約回線毎に１年額 オープン 

データ１０ＧＢ １契約回線毎に１年額 オープン 

データ３０ＧＢ １契約回線毎に１年額 オープン 

データ５０ＧＢ １契約回線毎に１年額 オープン 

データ５ＧＢ年額、データ１０ＧＢ年額、データ３０ＧＢ年額、デ

ータ５０ＧＢ年額について、基本使用料金額はオープンプライスと

なります。 
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第２ 通信料 

通信料の適用については、第４４条（通信料の支払義務）の規定によるほか、次のとおりとし

ます。 

１ 適用 

１－１ 通話に係るもの 

（１）契約

者回線に係

る通話料の

適用 

ア 次表の左欄に定める基本使用料の種類の適用を受けている契約者回線のＤ

ＩＳＭ ＳＩＭ契約者は、２（料金額）の規定にかかわらず、その契約者回

線からの通話に関する料金の次表の右欄に定める部分について、その支払

いを要しません。 

基本使用料の種類 支払を要しない料金 

ＤＩＳＭ ＳＢＭ その契約者回線からの通話に関す

る料金 

イ 当社は、アに定める基本使用料の種類の適用を受けている契約者回線につ

いて、次のいずれかに該当すると当社が判断した場合、アに定める取扱い

を行わないものとします。 

（ア）第２７条（利用停止）第１項第７号及び第８号に該当するとき。 

（イ）第７０条（利用に係る契約者の義務）第１項第２号及び第３号に該

当するとき。 

（ウ）その契約者回線以外の電気通信回線に着信のあった通話を他の電気

通信回線に転送する等により、その契約者回線を使用して他人の通信を

媒介したとき。 

（エ）特定の相手先への通話を大量に行うこと等により、他人から利益を

現に得ているとき又はその恐れがあるとき。 

（オ）その契約者からエに定める協力を得られないとき。 

（カ）その契約者回線からの通話が、当社以外の電気通信事業者が提供す

る電気通信サービス（通話に係るものに限ります｡）を利用するための

電気通信番号（当社が別に定めるものに限ります｡）をダイヤルして行

われたものであるとき。 

（キ）その契約者回線からの通話が、特定の電気通信事業者の電気通信設

備に対し、一方的な発信又は機械的な発信により一定時間内に長時間又

は多数の通信を一定期間継続するものであるとき。 

（ク）その他当社の業務の遂行上支障が生じるおそれがあるとき。 

（ケ）当社の留守番電話の録音・再生・設定等のために当社が指定する電

話番号への通話 

ウ 当社は、イに定める事由の有無を判断するために必要な調査等を行う場合

があります。この場合において、契約者は、その調査等に協力していただ

きます。 

エ 契約者は、当社がエに定める調査等を行うにあたり、その契約者回線に係

る通話の情報等（調査等に必要な範囲に限ります｡）を閲覧、記録、分析、

保存等することを承諾していただきます。 
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（２）ＳＭ

Ｓ機能を利

用した通信

料の適用 

ア ＳＭＳ送信に関する料金については、ＳＭＳ送信を通話とみなして２（料

金額）を適用します。  

イ アの規定にかかわらず、次のＳＭＳ送信については、２（料金額）に規定

する支払いを要しません。 

（ア）次表に定める基本使用料の種類の適用を受けている契約者回線から

ＳＭＳ送信に関する、次表の右欄に定める部分について、その支払いを

要しません。 

基本使用料の種類 支払を要しない料金 

ＤＩＳＭ ＳＢＭ 
ソフトバンク株式会社への電話網、データ通信網への

ＳＭＳ送信 
 

 

１－２ データ通信に係るもの 

（１）デー

タ通信の適

用 

データ通信料の適用は、１料金月の課金対象データの総情報量について １,０

２４ バイトまでごとに１の課金対象データとし、２（料金額）に規定する料金

額を適用します。  
（２）契約

者回線に係

るデータ通

信利用の制

限 

ア 当社は、ＤＩＳＭ ＳＩＭ通信サービスの契約者回線との間のデータ

通信について、データ通信総量速度規制（その契約者回線との間のデ

ータ通信に係る１料金月の課金対象データの総情報量（以下「累計課

金対象データ量」といいます｡）が次表に定める総量速度規制データ

量を超えたことを当社または携帯電話事業者が確認した場合、その確

認した日を含む料金月の末日までの間、その契約者回線との間のデー

タ通信の伝送速度をエに定める最高１２８～２５６Ｋｂｉｔ／ｓに制

限することをいいます。以下同じとします｡）を行います。 

イ デュアルタイプに係るもの 

基本使用料の種類／ 

料金種別 

基本データ

容量 
総量速度規制データ量 

ＤＩＳＭ ＳＢＭ／ 

音声＋Ｄ５Ｇ月額 
５ＧＢ 

５,３６８,７０９,１２０ 

バイト（５ギガバイト） 

ＤＩＳＭ ＳＢＭ／ 

音声＋Ｄ２０Ｇ月額 
２０ＧＢ 

２１,４７４,８３６,４８０ 

バイト（２０ギガバイト） 

ＤＩＳＭ ＳＢＭ／ 

音声＋Ｄ２０Ｇ年額 
２０ＧＢ 

２１,４７４,８３６,４８０ 

バイト（２０ギガバイト） 

ＤＩＳＭ ＪＣＩ／ 

ＰＨＯＮＥ＋ＤＡＴＡ

０３月額 

３ＧＢ 

３,２２１,２２５,４７２ 

バイト（３ギガバイト） 

ＤＩＳＭ ＪＣＩ／ 

ＰＨＯＮＥ＋ＤＡＴＡ

１０月額 

１０ＧＢ 

１０,７３７,４１８,２４０ 

バイト（１０ギガバイト） 

ＤＩＳＭ ＪＣＩ／ 

ＰＨＯＮＥ＋ＤＡＴＡ

２５月額 

２５ＧＢ 

２６,８４３,５４５,６００ 

バイト（２５ギガバイト） 

ウ シングルタイプに係るもの 

基本使用料の種類／ 基本データ 総量速度規制データ量 
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料金種別 容量 

ＤＩＳＭ ＳＢＭ／ 

データ ５ＧＢ月額 
５ＧＢ 

５,３６８,７０９,１２０ 

バイト（５ギガバイト） 

ＤＩＳＭ ＳＢＭ／ 

データ ５ＧＢ年額 
５ＧＢ 

５,３６８,７０９,１２０ 

バイト（５ギガバイト） 

ＤＩＳＭ ＳＢＭ／ 

データ ２０ＧＢ月額 
２０ＧＢ 

２１,４７４,８３６,４８０ 

バイト（２０ギガバイト） 

ＤＩＳＭ ＳＢＭ／ 

データ ２０ＧＢ年額 
２０ＧＢ 

２１,４７４,８３６,４８０ 

バイト（２０ギガバイト） 

ＤＩＳＭ ＳＢＭ／ 

データ ５０ＧＢ年額 
５０ＧＢ 

５３,６８７,０９１,２００ 

バイト（５０ギガバイト） 

ＤＩＳＭ ＫＤＤＩ／ 

データ ３ＧＢ月額 
３ＧＢ 

３,２２１,２２５,４７２ 

バイト（３ギガバイト） 

ＤＩＳＭ ＫＤＤＩ／ 

データ ３ＧＢ年額 
３ＧＢ 

３,２２１,２２５,４７２ 

バイト（３ギガバイト） 

ＤＩＳＭ ＫＤＤＩ／ 

データ ５ＧＢ月額 
５ＧＢ 

５,３６８,７０９,１２０ 

バイト（５ギガバイト） 

ＤＩＳＭ ＫＤＤＩ／ 

データ ５ＧＢ年額 
５ＧＢ 

５,３６８,７０９,１２０ 

バイト（５ギガバイト） 

ＤＩＳＭ ＫＤＤＩ／ 

データ ７ＧＢ月額 
７ＧＢ 

７,５１６,１９２,７６８ 

バイト（７ギガバイト） 

ＤＩＳＭ ＫＤＤＩ／ 

データ ７ＧＢ年額 
７ＧＢ 

７,５１６,１９２,７６８ 

バイト（７ギガバイト） 

ＤＩＳＭ ＫＤＤＩ／ 

データ ２０ＧＢ月額 
２０ＧＢ 

２１,４７４,８３６,４８０ 

バイト（２０ギガバイト） 

ＤＩＳＭ ＫＤＤＩ／ 

データ ２０ＧＢ年額 
２０ＧＢ 

２１,４７４,８３６,４８０ 

バイト（２０ギガバイト） 

ＤＩＳＭ ＫＤＤＩ／ 

データ ５０ＧＢ月額 
５０ＧＢ 

５３,６８７,０９１,２００ 

バイト（５０ギガバイト） 

ＤＩＳＭ ＫＤＤＩ／ 

データ ５０ＧＢ年額 
５０ＧＢ 

５３,６８７,０９１,２００ 

バイト（５０ギガバイト） 

ＤＩＳＭ ＪＣＩ／ 

データ ３ＧＢ年額 
３ＧＢ 

３,２２１,２２５,４７２ 

バイト（３ギガバイト） 

ＤＩＳＭ ＪＣＩ／ 

データ １０ＧＢ年額 
１０ＧＢ 

１０,７３７,４１８,２４０ 

バイト（１０ギガバイト） 

ＤＩＳＭ ＪＣＩ／ 

データ ２５ＧＢ年額 
２５ＧＢ 

２６,８４３,５４５,６００ 

バイト（２５ギガバイト） 

ＤＩＳＭ ＪＣＩ／デー

タ使い放題（低速版）年額 
－ － 

ＤＩＳＭ ＩＩＪ／ 

データ １ＧＢ年額 
１ＧＢ 

１,０７３,７４１,８２４ 

バイト（１ギガバイト） 

ＤＩＳＭ ＩＩＪ／デー

タ １ＧＢ年額（固定IP
１ＧＢ 

１,０７３,７４１,８２４ 

バイト（１ギガバイト） 
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付） 

ＤＩＳＭ ＩＩＪ／ 

データ ３ＧＢ年額 
３ＧＢ 

３,２２１,２２５,４７２ 

バイト（３ギガバイト） 

ＤＩＳＭ ＩＩＪ／デー

タ ３ＧＢ年額（固定IP

付） 

３ＧＢ 

３,２２１,２２５,４７２ 

バイト（３ギガバイト） 

ＤＩＳＭ ＩＩＪ／ 

データ ５ＧＢ年額 
５ＧＢ 

５,３６８,７０９,１２０ 

バイト（５ギガバイト） 

ＤＩＳＭ ＩＩＪ／デー

タ ５ＧＢ年額（固定IP

付） 

５ＧＢ 

５,３６８,７０９,１２０ 

バイト（５ギガバイト） 

ＤＩＳＭ ＩＩＪ／ 

データ １０ＧＢ年額 
１０ＧＢ 

１０,７３７,４１８,２４０ 

バイト（１０ギガバイト） 

ＤＩＳＭ ＩＩＪ／デー

タ １０ＧＢ年額（固定

IP付） 

１０ＧＢ 

１０,７３７,４１８,２４０ 

バイト（１０ギガバイト） 

ＤＩＳＭ ＩＩＪ／ 

データ ２０ＧＢ年額 
２０ＧＢ 

２１,４７４,８３６,４８０ 

バイト（２０ギガバイト） 

ＤＩＳＭ ＩＩＪ／デー

タ ２０ＧＢ年額（固定

IP付） 

２０ＧＢ 

２１,４７４,８３６,４８０ 

バイト（２０ギガバイト） 

ＤＩＳＭ ｅＳＩＭ  

ＭＮＥＴＳ／データ  

５ＧＢ年額 

５ＧＢ 

５,３６８,７０９,１２０ 

バイト（５ギガバイト） 

ＤＩＳＭ ｅＳＩＭ  

ＭＮＥＴＳ／データ  

１０ＧＢ年額 

１０ＧＢ 

１０,７３７,４１８,２４０ 

バイト（１０ギガバイト） 

ＤＩＳＭ ｅＳＩＭ  

ＭＮＥＴＳ／データ  

３０ＧＢ年額 

３０ＧＢ 

３２,２１２,２５４,７２０ 

バイト（３０ギガバイト） 

ＤＩＳＭ ｅＳＩＭ  

ＭＮＥＴＳ／データ  

５０ＧＢ年額 

５０ＧＢ 

５３,６８７,０９１,２００ 

バイト（５０ギガバイト） 

 

エ 基本使用料の種類別の総量速度規制データ量を超えた場合の伝送速度 

基本使用料の種類 
総量速度規制データ量を超えた 

場合の伝送速度（最高値） 

ＤＩＳＭ ＳＢＭ １２８Ｋｂｉｔ／ｓ 

ＤＩＳＭ ＫＤＤＩ １２８Ｋｂｉｔ／ｓ 

ＤＩＳＭ ＪＣＩ ２００Ｋｂｉｔ／ｓ 

ＤＩＳＭ ＩＩＪ ２５６Ｋｂｉｔ／ｓ 

ＤＩＳＭ ｅＳＩＭ 

ＭＮＥＴＳ 
１２８Ｋｂｉｔ／ｓ 
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オ データ通信総量速度規制に関するその他の提供条件については、当社

が別に定めるところによります。 

 

（３）デー

タ通信に係

る通信料の

適用 

ア ＤＩＳＭ ＳＩＭ契約者は、基本使用料の料金種別の適用を受けている場合

次表に定める契約者回線との間の通信について、２（料金額）に規定する

データ通信に係る通信料の支払いを要しません。 

基本使用料の料金種別 

ＤＩＳＭ ＳＢＭ 音声＋Ｄ２０Ｇ年額、ＤＩＳＭ ＳＢＭ データ ５ＧＢ月

額および年額、ＤＩＳＭ ＳＢＭ データ ２０ＧＢ月額および年額、ＤＩＳ

Ｍ ＳＢＭ データ ５０ＧＢ月額および年額、ＤＩＳＭ ＳＢＭ データ ５Ｇ

Ｂ月額および年額、ＤＩＳＭ ＫＤＤＩ データ ３ＧＢ月額および年額、Ｄ

ＩＳＭ ＫＤＤＩ データ ５ＧＢ月額および年額、ＤＩＳＭ ＫＤＤＩ デー

タ ７ＧＢ月額および年額、ＤＩＳＭ ＫＤＤＩ データ ２０ＧＢ月額および

年額、ＤＩＳＭ ＪＣＩ データ ３ＧＢ年額、ＤＩＳＭ ＪＣＩ データ １０

ＧＢ年額、、ＤＩＳＭ ＪＣＩ データ ２５ＧＢ年額、ＤＩＳＭ ＩＩＪ デ

ータ １ＧＢ年額（固定ＩＰ付も含む）、ＤＩＳＭ ＩＩＪ データ ３ＧＢ年

額（固定ＩＰ付も含む）、ＤＩＳＭ ＩＩＪ データ ５ＧＢ年額（固定ＩＰ

付も含む）、ＤＩＳＭ ＩＩＪ データ １０ＧＢ年額（固定ＩＰ付も含

む）、ＤＩＳＭ ＩＩＪ データ ２０ＧＢ年額（固定ＩＰ付も含む）、ＤＩ

ＳＭ ｅＳＩＭ ＭＮＥＴＳ データ ５ＧＢ年額、ＤＩＳＭ ｅＳＩＭ ＭＮＥ

ＴＳ データ １０ＧＢ年額、ＤＩＳＭ ｅＳＩＭ ＭＮＥＴＳ データ ３０Ｇ

Ｂ年額、ＤＩＳＭ ｅＳＩＭ ＭＮＥＴＳ データ ５０ＧＢ年額 

イ 当社は、契約者回線について、次のいずれかに該当すると当社または携帯

電話事業者が判断した場合、アに定める取扱いを行わないものとします。 

（ア）ＤＩＳＭ ＳＩＭ契約者が、当社が指定するアクセスポイント以外での通

信を行ったとき 

（イ）その他当社の業務の遂行上支障が生じるおそれがあるとき。 

（４）テザ

リング利用

機能の適用 

ＤＩＳＭ ＳＩＭ契約者は、次表に定める基本使用料の料金種別の適用を受け

ている場合その料金月のテザリング利用機能に係るオプション機能使用料の支

払いを要しません。 

基本使用料の料金種別 

サービス提供中の全てのＤＩＳＭ ＳＩＭ通信サービス 

 

２ 料金額 

２－１ 通話に係るもの 

（１） ＤＩＳＭ ＳＢＭに係るもの（料金表の()内の金額は消費税込の金額） 

区分 単位 料金額（消費税込額） 

通話料 ソフトバンクの３Ｇ通信約款および４Ｇ通信約款において定められた額と同額 

 

（２） ＤＩＳＭ ＪＣＩにかかるもの（料金表の()内の金額は消費税込の金額） 

区分 単位 料金額（消費税込額） 

通話料 １契約回線毎 ２０円／３０秒（２２円/３０秒） 

テレビ電話などのデジタル通信 １契約回線毎 ３６円／３０秒（３９円/３０秒） 
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２－２ 電話番号案内に係るもの 

（１） ＤＩＳＭ ＳＢＭに係るもの（料金表の()内の金額は消費税込の金額） 

区分 単位 料金額（消費税込額） 

通話料 ソフトバンクの３Ｇ通信約款および４Ｇ通信約款において定められた額と同額 

 

２－３ ＳＭＳ機能に係るもの 

（１） ＤＩＳＭ ＳＢＭに係るもの（料金表の()内の金額は消費税込の金額） 

区分 単位 料金額（消費税込額） 

通信料 ソフトバンクの３Ｇ通信約款および４Ｇ通信約款において定められた額と同額 

 

（２） ＤＩＳＭ ＪＣＩにかかるもの（料金表の()内の金額は消費税込の金額） 

区分 単位 料金額（消費税込額） 

ＳＭＳオプション利用料 
１契約回線毎

に月額 
１５０円（１６５円） 

ＳＭＳ送信料 
１契約回線毎

に１送信 

国内から国内 ３円～３０円（３円～３３円） 

国内から海外 ５０円～５００円（※） 

海外から １００円（※） 

（※）課税対象外 

 

２－４ 転送電話（音声サービスのみ対応） 

（１） ＤＩＳＭ ＳＢＭに係るもの（料金表の()内の金額は消費税込の金額） 

区分 単位 料金額（消費税込） 

自動着信転送機能 ３Ｇ通信約款および４Ｇ通信約款において定められた額と同額 

 

（２） ＤＩＳＭ ＪＣＩにかかるもの（料金表の()内の金額は消費税込の金額） 

区分 単位 料金額（消費税込） 

転送電話 １契約回線毎に月額 ０円（０円） ただし、２－１（２）の

通話料が別途発生します。 

 

２－５ 国際ローミング（音声サービスのみ対応） 

（１） ＤＩＳＭ ＪＣＩにかかるもの（料金表の()内の金額は消費税込の金額） 

区分 単位 料金額（消費税込額） 

国際ローミング １契約回線毎に月額 ０円（０円） ただし通話料金は別途必要 

 

２－６ 国際電話（音声サービスのみ対応） 

（１） ＤＩＳＭ ＪＣＩにかかるもの（料金表の()内の金額は消費税込の金額） 

区分 単位 料金額（消費税込額） 

国際電話 １契約回線毎に月額 ０円（０円） ただし通話料金は別途必要 

 

２－７ 迷惑電話ストップサービス（音声サービスのみ対応） 

（１） ＤＩＳＭ ＪＣＩにかかるもの（料金表の()内の金額は消費税込の金額） 

区分 単位 料金額（消費税込額） 

迷惑電話ストップサービス １契約回線毎に月額 ０円（０円） 
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２－８ テザリング利用機能に係るもの（料金表の()内の金額は消費税込の金額） 

区分 料金額（消費税込額） 

テザリング利用機能 ５００円（５５０円） 

 

第３ 解除料 

１ 適用 

解除料の適用については、第４５条（解除料の支払義務）の規定によるほか、次のとおりとし

ます。 

契約解除

料の適用 

ＤＩＳＭ ＳＩＭ契約者は、更新日の属する料金月及びその翌料金月以外の日

や当社が定める利用期間（最低利用期間）に満たない期間にＤＩＳＭ ＳＩＭ

契約の解除があったときは、当社がやむを得ないと認める場合を除き、２（料

金額）に規定する料金の支払いを要します。ただし、次に定めるときに該当す

る場合は、契約解除手数料の支払いを要しません。 

基本使用料の種類／ 

料金種別 
適用期間 

ＤＩＳＭ ＳＢＭ／ 

音声＋Ｄ５Ｇ月額・音

声＋Ｄ２０Ｇ月額・デ

ータ ５ＧＢ月額・デ

ータ ２０ＧＢ月額  

ア 更新月（満了月の翌月）に契約の解除があった

とき 

イ そのサービスを適用開始した日の属する料金月

の翌料金月（イの規定により更新されたもの

であるときはその更新月とします。）から起

算して次表に定める適用月数が経過すること

となる料金月（以下この欄において「満了

月」といいます。）の末日をもって適用期間

が満了します。 

タイプ 適用月数 

デュアルタイプ １２料金月 

シングルタイプ １２料金月 

ウ ２０２２年７月１日以降にご利用開始の場合利

用開始月の翌月以降 

ＤＩＳＭ ＫＤＤＩ／

データ ３ＧＢ月額・

データ ５ＧＢ月額・

データ ７ＧＢ月額・

データ ２０ＧＢ月

額・データ ５０ＧＢ

月額 

ア 利用開始月とその翌月末までを初月とし、最低

利用期間１２ヶ月間を経過した場合（１３ヶ月目以

降） 

イ ２０２２年７月１日以降にご利用開始の場合利

用開始月の翌月以降 

 

ＤＩＳＭ ＪＣＩ／ 

ＰＨＯＮＥ＋ＤＡＴＡ

０３月額・ＰＨＯＮＥ

＋ＤＡＴＡ１０月額・

ＰＨＯＮＥ＋ＤＡＴＡ

２５月額 

ア 課金開始月を初月とし、最低利用期間３ヶ月間

を経過した場合（４ヶ月目以降） 

イ ２０２２年７月１日以降にご利用開始の場合利

用開始月の翌月以降 
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２ 料金額（料金表の()内の金額は消費税込の金額） 

区分 ご利用開始年月日 料金額（消費税込額） 

ＤＩＳＭ ＳＢＭ 
２０２２年６月３０日まで ９，５００円（１０，４５０円） 

２０２２年７月１日以降 各料金プランの１契約回線毎の月額 

ＤＩＳＭ ＫＤＤＩ 
２０２２年６月３０日まで ９，５００円（１０，４５０円） 

２０２２年７月１日以降 各料金プランの１契約回線毎の月額 

ＤＩＳＭ ＪＣＩ 
２０２２年６月３０日まで ３，０００円（３，３００円） 

２０２２年７月１日以降 各料金プランの１契約回線毎の月額 

 

第４ 手続きに関する料金 

手続きに関する料金の適用については、第４７条（手続きに関する料金の支払義務）の規定の

ほか、次のとおりとします。（料金表の()内の金額は消費税込の金額） 

区分 単位 
料金額 

（消費税込額） 

契約事務

手数料 

ＤＩＳＭ ＳＩＭ契約の申し込みを行い、そ

の承諾を受けたときに支払いを要する料金

額。 

ただし、そのＤＩＳＭ ＳＩＭ契約の申し込

みが、当社が別に定める態様に該当するとき

は、契約事務手数料の支払いを要しません。 

１契約ごと ３，０００円 

（３，３００円） 

ＳＩＭカ

ード再発

行手数料 

ＤＩＳＭ ＳＩＭ契約者より、ＳＩＭカード

の紛失、盗難または毀損その他の理由により

新たなＳＩＭカードの貸与を請求し、その承

諾を受けたときに支払いを要する料金額。た

だし、その請求が、当社が別に定める態様に

該当するときは、ＳＩＭカード再発行手数料

の支払いを要しません。 

ｅＳＩＭのプロファイル情報（ＱＲコード）

の再発行も本内容に含みます。 

１契約ごと ３，０００円 

（３，３００円） 

ＭＮＰ転

出手数料 

ＤＩＳＭ ＪＣＩ ＰＨＯＮＥ＋ＤＡＴＡ０３

月額／ＰＨＯＮＥ＋ＤＡＴＡ１０月額／ＰＨ

ＯＮＥ＋ＤＡＴＡ２５月額に限り、ＭＮＰに

より他の事業者へ転出することができ、その

手続きが完了した際に発生する手数料の支払

いを要します。  

１契約ごと ０円 

（０円） 

２０２１年 

４月１日より 

 

第５ 付随サービスに関する料金 

付随サービスに関する料金の適用については、第６２条（付随サービス）に規定するほか、次

のとおりとします。（料金表の()内の金額は消費税込の金額） 

区分 単位 
料金額 

（消費税込額） 
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請求書発

行手数料 

ＤＩＳＭ ＳＩＭ契約者から請求があったとき

は、ＤＩＳＭ ＳＩＭ契約に基づき支払いを要す

る額を記載した書面を発行し、その承諾を受け

たとき支払いに要する料金額。 

発行１回ご

とに 

１００円 

（１１０円） 

支払明細

書発行手

数料・支

払証明書 

ＤＩＳＭ ＳＩＭ契約者から請求があったとき

は、当社が別に定めるところにより、その支払

証明書（そのＤＩＳＭ ＳＩＭ契約者に係る料金

その他の債務が既に支払われた旨の証明書をい

います。）を発行し、その承諾を受けたとき支払

いに要する料金額。 

発行１回ご

とに 

４００円 

（４４０円） 

利用明細

発行手数

料 

ＤＩＳＭ ＳＩＭ契約者からの請求により、その

ＤＩＳＭ ＳＩＭ通信サービスに係る料金の通

知・お知らせなどの発行を受けたときに支払い

を要しまする料金額。 

発行１回ご

とに 

１００円 

（１１０円） 

（注）支払証明書の発行を受けようとするときは、上記の発行手数料のほか、印紙代（消費税相

当額を含みます。）及び郵送料（実費）が必要な場合があります。 

 

第６ 窓口支払手数料 

 １ 適用 

 窓口支払手数料の適用については、第５０条（窓口支払手数料の支払義務）の規定による

ほか、次のとおりとします。 

窓口支払手数料の適用 

（１）適用除外 料金等の適用４（料金等の支払い）（３）（ア）による払込票の

発行については、２回まで窓口支払手数料の支払いを要しませ

ん。 

 

 ２ 料金額 

払込票１通ごとに（料金表の()内の金額は消費税込の金額） 

区        分 料金額（消費税込額） 

窓口支払手数料 １５０円（１６５円） 

 

第７ 督促手数料 

督促手数料に関する料金の適用については、第５１条（支払手数料の支払義務）の支払い義務の

規定によるほか、次のとおりとします。（料金表の()内の金額は消費税込の金額） 

区分 単位 料金額（消費税込額） 

督促手数料 ＤＩＳＭ ＳＩＭ契約者は、当社又は

料金回収会社が督促通知（料金その

他の債務の支払いを求める行為であ

って、当社が行う会員契約の解除の

予告を伴うものをいいます。以下同

じとします。）を行った場合に、その

支払期日を経過してもなお支払いが

なかったときに支払いを要する料金

額。 

１支払

督促ご

とに 

３００円 

（３３０円） 

 

第８ ユニバーサルサービス料に関する料金 



［ＤＩＳＭ ＳＩＭ通信サービス基本約款 -58- ］ 

 

区分 料金額（消費税込額） 

ユニバーサルサービス料 契約時期問わず可変 ※ 

※当該利用月のユニバーサルサービス料については、当社ホームページ「「ＤＩＳ ｍｏｂｉｌｅ  

各種サービスに於けるユニバーサルサービス料と電話リレーサービス料について

（https://www.dismobile.jp/agreement/pdf/dism_universal_service.pdf）」を参照ください。 

※料金種別が年額のサービスについては毎月のお支払いは発生いたしません 

 

第９ 電話リレーサービス料に関する料金 

区分 料金額（消費税込額） 

電話リレーサービス料 契約時期問わず可変 ※ 

※当該利用月の電話リレーサルサービス料については、当社ホームページ「ＤＩＳ ｍｏｂｉｌｅ  

各種サービスに於けるユニバーサルサービス料と電話リレーサービス料について

（https://www.dismobile.jp/agreement/pdf/dism_universal_service.pdf）」を参照ください。 

※料金種別が年額のサービスについては毎月のお支払いは発生いたしません 

 

第１０ 工事費 

区分 料金額（消費税込額） 

工事費 別に算定する実費とします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



［ＤＩＳＭ ＳＩＭ通信サービス基本約款 -59- ］ 

 

附 則（２０-ＤＩＳＭＳＩＭ推-０１号） 

（実施時期） 

１ この改正規定は、令和２年７月１日から実施します。 

２ この改定により以下の内容を改めます。 

（１）２０２０年６月３０日時点で提供中のＤＩＳＭ通信サービス（ＤＩＳＭ ＫＤＤＩ、ＤＩ

ＳＭ ＳＢＭ、ＤＩＳＭ ＪＣＩ、ＤＩＳＭ ＩＩＪをこの約款へ集約。 

ただし、ＤＩＳＭ ＵＭ、ＤＩＳＭ ＬＴＥ（ａ）、その他については各サービス約款を有

効とする。 

   【掲載ＵＲＬ】 

ＤＩＳＭ ＵＭ：https://www.dismobile.jp/agreement/pdf/umobile_yakkan.pdf 

   ＤＩＳＭ ＬＴＥ（ａ）：https://www.dismobile.jp/agreement/pdf/ltea_yakkan.pdf 

（２）２０２０年７月１日に開始した、ＤＩＳＭ ＯＣＮの追加 

３ この改定規定実施前に支払又は支払わなければならなかった電気通信サービスの料金その他

の債務については、なお従前の通りとします。 

 

附 則（２０-ＤＩＳＭＳＩＭ推-０２号） 

（実施時期） 

１ この改正規定は、令和２年７月１５日から実施します。 

２ この改定により以下の内容を改めます。 

（１）２０２０年７月１５日に開始した、ＤＩＳＭ ＫＤＤＩ新サービスとして、月間基本容量

５０ＧＢ及び料金種別の年額に対する単位に２年額を追加。 

３ この改定規定実施前に支払又は支払わなければならなかった電気通信サービスの料金その他

の債務については、なお従前の通りとします。 

 

附 則（２０-ＤＩＳＭＳＩＭ推-０３号） 

（実施時期） 

１ この改正規定は、令和２年９月１日から実施します。（第３版） 

２ この改定により以下の内容を改めます。 

（１） ２０２０年７月１５日に追加、ＤＩＳＭ ＫＤＤＩの月額版の解除料を修正。 

３ この改定規定実施前に支払又は支払わなければならなかった電気通信サービスの料金その他

の債務については、なお従前の通りとしますが、改定時点ので契約該当はございません。 

 

附 則（２０-ＤＩＳＭＳＩＭ推-０４号） 

（実施時期） 

１ この改正規定は、令和２年１１月２日から実施します。（第４版） 

２ この改定により以下の内容を改めます。 

（１） ２０２０年１１月２日に開始した新サービス、ＤＩＳ ｍｏｂｉｌｅ ｅＳＩＭ Ｐｏｗｅｒ

ｅｄ ｂｙ 丸紅ネットワークソリューションズ（略称：ＤＩＳＭ ｅＳＩＭ ＭＮＥＴＳ）を

追加。 

３ この改定規定実施前に支払又は支払わなければならなかった電気通信サービスの料金その他 

の債務については、なお従前の通りとします。 

 

 

 



［ＤＩＳＭ ＳＩＭ通信サービス基本約款 -60- ］ 

 

附 則（２０-ＤＩＳＭＳＩＭ推-０５号） 

（実施時期） 

１ この改正規定は、令和２年１２月９日から実施します。（第５版） 

２ この改定により以下の内容を改めます。 

（１） 第７７条（サービスの終了）第３項として、ＤＩＳＭ ＳＩＭパッケージによる利用

者中のサービスが終了した場合の対応を追加。 

（２） ＤＩＳＭ ＫＤＤＩの２０ＧＢ新サービスとして５年額を追加 

（３） 料金表内に消費税込の金額を記載。総額表示義務への対応。 

３ この改定規定実施前に支払又は支払わなければならなかった電気通信サービスの料金その他 

の債務については、なお従前の通りとします。 

 

附 則（２０-ＤＩＳＭＳＩＭ推-０６号） 

（実施時期） 

１ この改正規定は、令和３年３月２５日から実施します。（第６版） 

２ この改定により以下の内容を改めます。 

（１） 料金表内に消費税込の金額を記載。総額表示義務への対応。一部対応漏れ。 

３ この改定規定実施前に支払又は支払わなければならなかった電気通信サービスの料金その他 

の債務については、なお従前の通りとします。 

 

附 則（２１-ＤＩＳＭＳＩＭ推-０１号） 

（実施時期） 

１ この改正規定は、令和３年８月２日から実施します。（第７版） 

２ この改定により以下の内容を改めます。 

（１） 令和３年７月度より電話リレーサービス料の適用開始に伴い、第４９条の２、料金表

第９を追加 

（２） ＤＩＳＭ ＯＣＮサービスの停止に伴い、料金表など関連事項を削除 

（３） 令和３年８月より新サービスとして、ＤＩＳＭ ＪＣＩデータ 年額に２年額を追加 

３ この改定規定実施前に支払又は支払わなければならなかった電気通信サービスの料金その他 

の債務については、なお従前の通りとします。 

 

附 則（２２-ＤＩＳＭＳＩＭ推-０１号） 

（実施時期） 

１ この改正規定は、令和４年７月１日から実施します。（第８版） 

２ この改定により以下の内容を改めます。 

（１） 令和４年７月１日以降に、ＤＩＳＭ ＳＢＭ、ＤＩＳＭ ＫＤＤＩ、ＤＩＳＭ ＪＣ

Ｉの月額サービスを適用開始した場合の解除料を改定 

３ この改定規定実施前に支払又は支払わなければならなかった電気通信サービスの料金その他 

の債務については、なお従前の通りとします。 
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